
奈
良
時
代
「
山
野
」
領
有
の
考
察
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西

山

良

平

【
要
約
日
　
本
稿
は
、
奈
良
時
代
に
展
開
し
た
「
山
野
河
海
」
の
貴
族
・
土
豪
的
領
有
の
構
造
・
性
格
を
、
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

律
令
貴
族
が
「
非
農
業
的
」
生
産
を
目
的
と
し
て
山
野
を
分
割
・
領
有
し
た
実
例
は
、
奈
良
時
代
中
葉
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
経
営
は
、
成

立
の
契
機
と
し
て
国
衙
機
構
を
前
提
と
し
、
　
「
私
設
の
代
官
」
た
る
郡
司
層
を
中
核
と
し
て
い
た
が
、
律
令
貴
族
の
分
身
で
あ
る
「
家
使
」
の
存
在
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
よ
う
な
律
令
貴
族
の
山
野
領
有
は
、
畿
内
近
国
的
規
模
で
展
開
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
同
じ
く
奈
良
時
代
中
葉
に
は
、

畿
内
周
辺
で
「
都
城
」
の
需
要
に
応
じ
て
、
下
級
官
人
・
「
杣
人
」
が
伐
木
を
璃
指
し
て
山
野
領
有
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
後
者
は
前
者
に
比
し
て
、

主
体
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
、
交
易
の
た
め
の
生
産
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
二
形
態
は
、
実
例
と
し
て
は
と
も
に
奈
良
時
代
中
葉
に
し
か
確

認
で
き
な
い
が
、
　
「
律
令
国
家
」
成
立
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
多
い
。
ま
た
経
営
と
し
て
は
、
両
者
と
も
共
通
し
て
不
安
定
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
六
〇
巻
三
．
写
一
九
七
七
年
五
月
　

は
　
じ
　
め
　
に

　
奈
良
時
代
に
不
断
に
進
行
し
た
「
山
野
」
の
分
割
・
領
有
に
つ
い
て
は
、
初
期
庄
園
の
問
題
、
あ
る
い
は
一
連
の
開
墾
法
の
問
題
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

多
く
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
山
野
の
領
有
は
そ
の
よ
う
な
農
業
生
産
を
媒
介
と
し
た
も
の
の
み
で
は
な
く
、
　
「
銅
製
そ
の
他
の
地
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

資
源
を
と
る
こ
と
、
柴
草
を
と
る
こ
と
、
材
木
を
と
る
こ
と
（
樵
蘇
）
、
狩
猟
、
漁
携
を
行
な
う
こ
と
」
、
あ
る
い
は
放
牧
を
目
的
と
す
る
も
の

も
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
後
者
の
側
面
か
ら
、
山
野
領
有
の
問
題
を
考
察

し
た
い
。



奈良時代「由野」領有の考察（西山）

　
周
知
の
よ
う
に
戸
田
芳
実
氏
は
、
　
「
貴
族
層
の
非
農
業
的
紺
象
と
し
て
の
山
野
領
有
」
を
、
　
「
律
令
制
下
の
社
会
的
分
業
形
態
と
は
異
質
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

構
造
を
も
つ
、
新
し
い
社
会
的
分
業
の
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
亀
田
隆
之
氏
は
、
奈
良
末
・
平
安
初
期
で
の
伐
木
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

め
ぐ
る
動
向
を
考
察
さ
れ
た
。
し
か
し
、
通
例
「
律
令
国
家
」
の
成
熟
・
展
開
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
奈
良
時
代
に
つ
い
て
は
、
両
氏
と
も
充

分
な
検
討
を
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
で
は
、
そ
の
奈
良
時
代
に
は
事
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
奈
良
時
代

に
展
開
し
た
律
令
貴
族
・
土
豪
の
山
野
領
有
の
構
造
と
性
格
を
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
の
よ
う
な
課
題
の
設
定
は
、
必
然
的
に
「
社
会
的
分
業
」
論
へ
研
究
対
象
を
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
古
代
史
研
究
で
は
、
分
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

問
題
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
手
工
業
」
研
究
に
等
概
さ
れ
、
林
業
・
漁
業
を
は
じ
め
と
す
る
「
採
取
産
業
」
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
史
で
の
芦
田
芳
実
残
や
網
野
善
彦
残
の
研
究
、
考
古
学
に
お
け
る
都
出
比
呂
志
氏
の
研
究
を
参
照
す
れ
ば
、
も

は
や
か
よ
う
な
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
従
来
と
は
や
や
異
な
っ
た
視
角
か
ら
、
分
業
論
、
具
体
的
に
は
製
塩
業
・
林
業
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　
以
下
、
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
き
つ
つ
、
検
討
を
始
め
た
い
。

　
①
初
期
庄
園
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
藤
井
＝
一
「
初
期
庄
園
と
地
方
豪
族
」
　
　
巻
、
一
九
七
二
）
。

　
　
　
（
『
日
本
史
を
学
ぶ
』
1
、
一
九
七
五
）
。
開
墾
法
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
告
　
　
　
　
⑥
　
原
秀
三
郎
氏
は
従
来
の
「
社
会
的
分
業
」
論
を
批
判
し
、
「
自
然
発
生
的
分
業
」

　
　
田
孝
「
墾
田
永
世
私
財
法
の
変
質
」
（
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
』
古
代
中
世
篇
、
　
　
　
　
概
念
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
（
「
日
本
古
代
腺
癌
研
究
の
理
論
的
前
提
」
『
大
系
日

　
　
一
九
六
七
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
国
家
史
』
1
、
一
九
七
五
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
田
口
富
久
治
馬
の
批
判
が

　
②
　
弥
永
貞
三
「
律
令
制
的
土
地
所
有
」
（
前
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
・
古
代
3
』
、
　
　
　
　
　
あ
る
（
「
最
近
の
霞
家
論
の
動
向
」
　
『
思
想
』
六
一
ご
…
）
が
、
「
分
業
」
論
に
つ
い

　
　
一
九
六
二
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
理
論
的
検
討
は
本
稿
で
は
行
な
う
余
裕
が
な
い
。

　
③
　
曜
田
清
干
「
古
代
に
お
け
る
伐
木
権
の
変
質
」
（
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
語
学
院
　
　
　
　
⑦
　
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
分
業
の
問
題
」

　
　
紀
要
』
二
、
三
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
古
代
国
家
論
』
第
｝
部
、
一
九
七
三
）
、
浅
香
年
木
『
日
本
古
代
手
工
業

　
④
　
芦
田
芳
実
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
」
（
『
日
本
領
主
制
成
立
　
　
　
　
史
の
研
究
無
二
九
七
　
。

　
　
史
の
研
究
』
、
一
九
六
七
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
「
採
取
産
業
」
と
は
「
鉱
山
業
や
狩
猟
業
や
漁
業
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
労
働

　
⑥
　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
閣
題
」
（
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
下
　
　
　
　
　
対
象
が
天
然
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
も
の
の
謂
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
マ
ル
ク
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ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
＝
…
篇
第
五
章
第
　
節
「
労
働
過
程
」
参
照
。

⑨
戸
田
芳
実
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
」
（
前
掲
）
、
同
「
御
厨

　
と
在
地
領
主
」
　
（
『
日
本
史
の
研
究
』
、
一
九
七
〇
）
な
ど
。

⑩
　
網
野
善
彦
「
日
本
中
世
に
お
け
る
海
民
の
存
在
形
態
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
三

　
穴
－
五
）
、
同
「
中
世
に
お
け
る
天
皇
支
配
権
の
一
考
察
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
一

　
－
八
）
、
同
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
（
体
系
日
本
史
叢
書
6
『
土
地
制
度

　
史
』
1
、
一
九
七
三
）
な
ど
。

⑪
都
出
比
呂
志
「
考
古
学
か
ら
み
た
分
業
の
問
題
」
（
『
考
古
学
研
究
』
一
五
－
三
）
。
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一
、
　
「
山
野
」
領
有
の
展
開

　
↓
　
「
山
野
河
海
」
へ
の
分
割
の
展
開

　
（
　
ま
ず
、
一
般
的
な
状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
次
の
二
通
の
太
政
官
符
に

注
意
し
よ
乞
一
通
は
㈲
延
暦
＋
七
年
＋
二
月
八
日
太
政
官
符
尋
韮
害
姓
山
野
藪
沢
浜
三
楽
収
訓
至
公
塾
・
他
の
嘉
は
喫
蔵
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

年
閨
六
月
八
日
太
政
官
符
「
応
三
尽
収
訓
入
公
一
勅
旨
井
寺
王
臣
百
姓
等
所
レ
占
山
川
海
幸
浜
野
林
原
難
事
」
で
あ
る
。
必
要
部
分
の
み
摘
記
す
る
。

　
㈲
　
…
…
如
レ
聞
、
寺
井
王
臣
帯
磁
豪
民
等
不
レ
揮
呂
憲
法
↓
独
貧
昌
利
潤
両
脂
漏
二
山
野
｛
兼
及
昌
藪
沢
↓
禁
訓
制
蕩
樵
↓
論
調
雲
井
斧
」
…
…

　
㈲
　
…
…
今
山
陽
道
観
察
使
正
四
位
下
潮
型
太
笛
傅
兼
行
宮
内
卿
勲
五
等
藤
原
朝
臣
隣
人
解
儒
、
山
海
之
利
公
私
可
レ
共
、
而
勢
家
憎
相
絶
昌
百
姓
活
一
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
二
通
の
太
政
宮
符
は
、
通
例
「
九
世
紀
の
山
林
問
題
に
関
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見

解
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
や
や
一
面
的
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
㈹
で
禁
制
の
対
象
と
な
っ
た
地
種
は
「
山
野
藪
沢
浜
嶋
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
い
う
「
山
野
藪
沢
」
は
「
山
野
」
と
一
括
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
体
を
「
山
野
」
と
表
現
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
概
念
上
「
浜

嶋
」
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
は
㈲
の
藤
原
園
人
解
に
い
う
「
山
海
之
利
公
私
可
レ
共
」
に
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
雑
税
国
内
条
「
山

川
藪
沢
之
利
、
公
私
共
之
」
に
法
源
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
三
に
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は
㈲
で
は
と
く
に

「
海
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
曲
人
が
こ
の
よ
う
に
公
私
共
利
を
「
海
」
を
も
含
め
て
主
張
し
た
こ
と
は
、
㈲
・
㈲
両
官
符

が
指
弾
す
る
「
山
野
藪
沢
浜
嶋
」
あ
る
い
は
「
山
川
海
嶋
浜
野
林
原
」
へ
の
領
有
の
細
細
と
、
ま
さ
し
く
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
山
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④

海
之
利
公
私
可
レ
共
」
と
い
う
主
張
は
、
平
安
初
期
の
官
人
が
「
山
海
」
の
分
割
と
い
う
「
正
確
な
現
実
認
識
」
に
も
と
づ
い
て
、
雑
感
国
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

条
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ヅ
ク
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
．
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
は
「
山
野
」
の
み
な
ら
ず
「
海
嶋
浜
」
に
お
い
て
も
、
　
「
王
臣
家
・
豪
民
」
に
よ
る
領
有
が
展
開
し
て

い
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
㈹
・
㈲
両
官
符
は
厳
密
に
は
「
山
野
河
海
」
へ
の
分
割
の
進
行
と
、
そ
れ
へ
の
禁
制
と
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
⇒
　
律
令
貴
族
・
土
豪
に
よ
る
領
有
の
展
開

　
（
　
と
こ
ろ
で
、
奈
良
末
・
平
安
初
期
の
禁
制
に
山
野
領
有
の
主
体
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
王
臣
家
・
豪
民
」
と
は
、
律
令
貴
族
・
土
豪
の
謂
で

あ
る
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
異
論
は
あ
る
ま
い
。
問
題
は
そ
れ
以
前
の
時
期
の
領
有
主
体
の
理
解
に
あ
り
、
亀
田
隆
之
氏
は
「
農
民
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

有
力
な
階
層
」
が
禁
制
の
対
象
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
延
暦
期
か
ら
の
ち
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
素
材
は
、
八
世
紀
初
頭
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
⑥
　
詔
日
…
…
頃
者
王
公
諸
臣
、
多
占
昌
山
沢
一
不
レ
事
晶
耕
種
嚇
競
懐
二
貧
禁
↓
無
難
轟
地
利
嚇
若
有
三
百
姓
採
昌
柴
草
一
者
、
働
奪
謡
其
器
一
丁
晶
晶
辛
苦
一
…
…

　
㈲
　
週
日
、
親
王
已
下
及
豪
強
閣
議
、
多
占
一
一
山
野
｛
妨
昌
百
姓
業
↓
自
レ
今
以
来
、
海
量
一
一
禁
断
ハ
但
旗
下
応
レ
墾
訓
開
空
閑
地
一
首
か
宜
経
一
一
国
司
雨
然
後
聴
一
一
官

　
　
　
⑧

　
　
処
分
4

　
⑥
・
㈲
に
い
う
領
有
主
体
は
「
王
公
諸
臣
」
・
「
親
王
已
下
及
豪
強
書
家
」
で
あ
り
、
延
暦
期
前
後
の
表
現
と
や
や
異
な
る
。
こ
の
両
者
を

厳
密
に
理
解
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、
⑨
に
見
え
る
「
豪
強
藁
家
」
に
つ
い
て
は
少
し
ば
か
り
手
掛
り
が
あ
る
。
　
「
豪
強
」
と
い
う
表
現

は
八
・
九
世
紀
に
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
い
が
、
養
老
酒
綱
起
因
宮
挾
勢
乞
索
条
に
「
豪
強
門
人
」
と
見
え
、
律
疏
は
こ
れ
を
「
郷
閻
首
望
豪
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

前
人
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
個
所
は
お
そ
ら
く
大
宝
律
・
律
疏
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
⑪
（
和
銅
四
年
詔
）
は
、
律
疏
の
指

示
す
る
意
味
・
内
容
に
即
し
て
「
豪
強
」
を
使
用
し
た
と
推
定
で
き
、
　
門
豪
強
」
目
「
汽
缶
首
望
豪
右
之
人
」
を
土
豪
を
も
含
む
も
の
と
理
解
し

て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
八
世
紀
初
頭
、
す
で
に
土
豪
も
領
有
主
体
と
し
て
禁
欄
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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㈲
～
⑪
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
律
令
貴
族
・
土
豪
に
よ
り
「
山
沢
・
山
野
」
が
八
世
紀
初
頭
か
ら
分
割
さ
れ
、
奈
良
末
に
は
「
山
野
河
海
」

を
舞
台
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
石
母
田
正
氏
は
⑥
に
つ
い
て
、
　
「
慶
雲
期
の
王
公
諸
臣
に
よ
る
山
沢
の
囲
い
込
み
は
、
貴
族
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

産
制
の
発
展
の
一
指
標
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
確
か
に
事
態
の
一
面
を
正
し
く
と
ら
え
た
指
摘
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
　
「
山
沢
の
囲

い
込
み
」
は
、
当
時
、
貴
族
ば
か
り
で
な
く
土
豪
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
領
有
の
中
に
は
、
す
で
に
戸
田
・
亀
田
両
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
奈
良
末
に
は
「
非
農
業
的
」
生
産
を
目
的
と
し

た
も
の
が
存
在
し
た
。
そ
れ
で
は
奈
良
時
代
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
⑥
に
「
不
レ
事
二
耕
種
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
存
在
し
た
か

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
節
を
改
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
検
討
を
加
え
た
い
。

　
①
　
類
聚
三
代
格
、
延
暦
十
七
年
十
二
月
中
日
太
政
官
符
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
問
題
」
　
（
前
掲
）
。

　
②
　
類
聚
三
代
格
、
大
同
元
年
閏
六
月
八
日
太
政
蚕
簿
。
B
塞
後
紀
、
大
同
元
年
閣
　
　
　
　
⑦
　
類
聚
三
代
平
、
慶
雲
三
年
三
月
十
日
目
詔
。
続
日
本
紀
、
慶
雲
三
年
三
月
丁
巳

　
　
六
月
己
巳
条
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
。

③
丸
山
幸
彦
「
九
世
紀
に
お
け
る
大
土
地
所
有
の
展
開
」
（
『
史
林
』
五
〇
1
閥
）
、

　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
問
題
」
（
前
掲
）
、
岡
田
清
子
「
古
代
に

　
お
け
る
伐
木
権
の
変
質
」
（
前
掲
）
。

④
　
佐
藤
宗
諄
「
平
安
初
期
の
官
人
と
律
令
政
治
の
変
質
」
（
『
史
林
』
四
七
－
五
）
。

⑤
　
岡
特
期
の
類
例
と
し
て
、
「
山
野
浜
鵬
、
公
私
共
レ
之
」
（
日
本
後
紀
、
延
暦
十

　
八
年
十
一
月
甲
寅
条
）
、
「
水
陸
之
利
、
公
私
所
レ
倶
」
（
類
聚
国
曳
巻
七
十
九
、
弘

　
仁
五
年
二
月
乙
巳
条
）
が
あ
る
。

二
、
律
令
貴
族
・
土
豪
の
塩
業
経
営

⑧
　
丑
日
本
紀
、
和
銅
四
年
十
二
月
丙
午
条
。

⑨
唐
で
律
疏
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
の
永
徽
律
疏
と
、
開

　
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
の
開
元
律
疏
の
二
つ
で
あ
り
、
火
宝
律
疏
・
養
老
律
疏

　
と
も
永
徽
律
呂
を
藍
本
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
岡
文
の
存
在
は

　
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑩
　
石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論
』
第
一
部
1
－
2
「
俸
禄
鰯
と
家
産
鰯
組
織
」
、

　
～
九
七
三
。

　
　
　
一
　
大
伴
犬
養
の
塩
業
経
営

　
（
　
渡
辺
則
文
氏
は
塩
業
史
の
立
場
か
ら
、
　
「
ま
さ
し
く
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期
に
お
け
る
塩
生
産
の
主
体
は
貴
族
社
寺
層
に
あ
っ
た
」

　
①
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
史
料
は
主
と
し
て
〈
表
1
＞
の
よ
う
で
あ
る
。

と
さ
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奈良時代「山野」領有の考察（西山）

典出

東大寺要録所引雑格中巻

延暦12年播磨国符案，
f平安遺文』7

西大寺資財流記帳

1一

筑前国観黛音寺資財振，
r平安遺文』194

　　　！／

成立時期・形態

天平20年，勅施入

天平勝宝8歳，勅施入

神護景雲4年，勅施入力

神護景雲3年，勅施入力

大宝3年，「官所納」

　　　ク

地域・内　容

播磨国明石郡鑑水郷臨山360町

　〃　赤穂郡塩山

播磨国赤穂郡塩山

讃岐国寒川郡塩山①

筑前国志麻郡焼塩山

　ク　遠賀郡焼塩山

＜表1＞

寺院名

東大寺

西大寺

観世音寺

①「坂本毛人所献」と註記される。

　
奈
良
時
代
の
華
墨
経
営
は
「
塩
山
」
所
有
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
当
時
の
製
塩
業
に
あ
っ
て

は
塩
山
が
塩
浜
に
優
位
し
、
塩
浜
が
塩
山
に
従
属
し
た
形
態
を
と
っ
て
い
た
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
低
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

製
塩
技
術
の
段
階
」
に
あ
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
主
体
は
東
大
寺
・
西
大
寺
・
観
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

音
寺
、
す
な
わ
ち
「
律
令
国
家
の
分
身
そ
の
も
の
で
あ
る
」
大
寺
を
中
心
と
し
て
お
り
、
し
か
も
勅
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

入
と
い
う
特
殊
な
形
態
が
多
い
。
さ
ら
に
、
初
期
の
東
大
寺
領
経
営
が
実
は
造
葉
大
寺
司
と
い
う
律
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

制
嘗
僚
機
構
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
寺
の
塩
業
経
営
は
そ
う
じ
て
国
家

的
性
格
が
強
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
次
の
史
料
は
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
律
令
貴
族
が
塩
業

経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
㈲
赤
穂
郡
坂
越
郷
神
戸
両
□
解
　
申
□
所
勘
問
東
大
寺
塩
山
事

　
　
　
部
下
大
難
生
内
山
目
　
目
東
大
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
右
豊
山
寿
、
自
運
天
平
勝
宝
五
歳
迄
七
歳
、
所
謂
故
寺
大
伴
宿
禰
高
点
山
井
葦
原
墾
田
所
云
、
穎
当
郡
人
秦

　
　
（
火
力
）

　
　
　
大
炬
之
目
代
也
、
所
作
塩
堤
、
蒲
不
得
得
堤
堅
、
無
所
治
事
火
炬
等
退
却
…
…
然
自
八
歳
以
来
、
不
籟
［
目
〕

　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
宿
禰
家
使
…
…

　
③
は
延
暦
十
二
年
の
東
大
寺
領
赤
穂
郡
塩
山
桐
論
に
際
し
、
刀
禰
が
提
出
し
た
解
の
一
部
で
あ
る
。

そ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
内
容
は
四
十
年
半
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
で
考
証
す
る
よ
う
に
他
の
史
料

に
よ
っ
て
裏
付
け
う
る
点
が
多
多
あ
る
の
で
、
信
義
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
㈹
に
つ
い
て
は
、
文
中
の
「
塩
堤
」
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
が
わ
か
れ
て
い
る
。
　
一
つ
は
黒
田
日
出
男
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

丸
山
幸
彦
民
が
主
張
さ
れ
る
「
大
規
模
開
発
」
の
た
め
と
す
る
も
の
、
他
の
一
つ
は
『
兵
庫
県
史
』
、
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⑧

『
赤
穂
塩
業
曝
』
な
ど
の
「
塩
浜
」
造
成
の
た
め
、
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
説
の
う
ち
、
一
方
に
断
定
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、

一
般
に
播
磨
国
は
有
数
の
製
塩
地
帯
で
あ
り
、
と
く
に
こ
の
地
は
墨
堤
造
成
失
敗
直
後
に
東
大
寺
に
塩
山
と
し
て
勅
施
入
さ
れ
、
し
か
も
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
後
ま
で
存
続
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
塩
堤
と
は
別
に
　
「
葦
原
墾
田
」
が
存
在
し
開
発
は
そ
ち
ら
で
達
成
し
う
る
こ
と
、
大
伴
宿
禰
が

「
由
」
を
占
課
し
た
こ
と
は
当
時
の
塩
業
技
術
の
段
階
と
相
応
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
本
稿
で
は
後
者
の
説
を
妥
当
と
し
た

い
。
つ
ま
り
、
㈲
は
「
大
伴
宿
禰
」
な
る
人
物
が
塩
浜
造
成
の
た
め
、
　
「
築
堤
」
を
築
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
㈲
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ま
ず
文
中
に
い
う
「
大
伴
宿
禰
」
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
「
故
塁
」
と
あ
る
の
が
手
掛
り
と
な
る
。
こ
の
時
期
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
確
認
で
き
る
播
磨
守
の
中
で
大
伴
氏
で
あ
っ
た
の
は
、
天
平
勝
宝
二
年
か
ら
五
年
ま
で
在
任
し
た
大
伴
犬
養
と
、
宝
亀
七
年
冬
任
命
さ
れ
た

　
　
　
⑬

大
伴
潔
足
の
二
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
犬
養
は
、
　
「
下
面
天
平
勝
宝
五
歳
迄
七
歳
」
と
い
わ
れ
る
塩
堤
造
成
の
ま
さ
し
く
直
前
に
在
任
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
力
）

り
、
し
か
も
そ
れ
以
前
に
播
磨
少
橡
を
も
経
験
し
た
、
播
磨
国
と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
故
寺
大
伴
宿
禰
」
と
は
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

養
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
力
）

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
「
腰
当
郡
人
身
大
立
之
目
代
也
」
と
い
う
個
所
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
「
二
号
の
測
量
大
炬
の
目
代
に
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
く
な
り
」
と
も
読
み
う
る
が
、
　
「
故
守
大
伴
宿
禰
某
が
現
地
在
住
の
秦
大
炬
を
目
代
と
し
た
」
と
す
る
虎
尾
俊
哉
氏
の
説
に
従
い
た
い
。
つ

ま
り
目
代
1
1
秦
大
饗
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
虎
尾
民
は
こ
こ
に
見
え
る
目
代
を
「
私
設
の
代
官
」
と
解
さ
れ
た
が
、
大
伴
犬
養
が
任
を
終
え
た

勝
宝
五
年
よ
り
経
営
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
犬
養
と
秦
大
炬
と
の
関
係
は
「
私
設
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
で
は
こ
の
目
代
秦
大
鳥
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
赤
穂
郡
の
秦
氏
は
延
暦
十
二
年
に
は
擬
大
領
・
擬
少
量
、
や
や
時
代
が
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
が
貞
観
年
中
に
も
大
領
を
輩
出
し
た
当
地
の
名
族
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
秦
造
氏
は
赤
穂
郡
の
「
譜
第
郡
司
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
問
題

の
秦
大
数
に
つ
い
て
も
、
国
守
と
関
係
を
も
ち
、
し
か
も
そ
の
経
営
を
委
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
、
郡
領
で
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
あ

る
。
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「
然
自
八
歳
以
来
、
不
無
目
宿
禰
家
彫
」
と
あ
る
部
分
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
欠
字
は
三
字
に
相
当
す
る
が
、
「
宿
禰
」

の
上
に
「
大
伴
」
の
二
字
を
補
う
こ
と
に
異
論
は
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
個
所
の
意
味
と
し
て
は
「
勝
宝
八
歳
以
後
は
大
伴
宿
禰
家
の

使
の
勘
検
に
は
預
か
ら
な
か
っ
た
」
程
度
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
勝
宝
五
年
か
ら
七
歳
に
か
け
て
「
大
伴
宿
禰
家
使
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
地
に
来
往
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
　
「
家
塾
」
な
る
用
例
は
、
類
聚
三
代
格
「
巻
十
九
」
禁
制
事
を
中
心
に
所
見
し
、
文
字
通
り
王
臣
家
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
何
等
か
の
使
命
を
帯
び
て
発
遣
さ
れ
た
「
使
」
の
謂
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
九
世
紀
以
降
を
主
た
る
活
躍
の
舞
台
と
す
る
が
、
八
世
紀
に
も

　
　
　
　
　
　
　
⑫

存
在
を
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
大
伴
宿
禰
家
鴨
」
は
「
家
使
」
の
最
も
初
期
の
例
で
あ
り
、
し
か
も
経
営
活
動
に
携
わ
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
こ
と
を
示
す
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
実
体
は
、
大
伴
犬
養
と
「
私
的
」
な
隷
従
関
係
に
あ
る
中
央
の
下
級
官
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
②
に
つ
い
て
逐
語
訳
的
に
考
証
を
行
な
っ
た
の
も
、
以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
重
要
な
事
実
を
示
す
も
の
と
考
え
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
平
勝
宝
年
間
、
時
に
従
五
位
上
で
あ
り
播
磨
守
の
任
を
去
っ
た
ば
か
り
の
大
伴
犬
養
は
、
赤
穂
郡
の
郡
領
（
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
そ
の
一
族
）
秦
大
炬
を
「
私
設
の
代
官
」
に
任
命
し
、
自
己
の
消
費
を
中
核
と
す
る
塩
業
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
そ
し
て
現
地
赤
穂
と
、
犬

養
の
本
宅
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
平
城
京
の
問
を
「
家
使
」
が
往
反
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

律
令
貴
族
が
塩
業
経
営
を
行
な
・
た
例
と
し
て
は
・
他
に
時
代
が
下
る
が
・
隻
勇
が
「
塩
浜
塩
釜
を
所
有
し
て
い
た
の
が
知
ら
れ
％

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
中
葉
に
は
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
切
　
　
「
山
野
」
領
有
の
構
造
と
性
格

　
（
　
と
こ
ろ
で
、
　
〈
表
1
＞
に
見
ら
れ
る
西
大
寺
領
讃
岐
国
寒
川
郡
塩
山
は
「
坂
本
毛
人
所
献
」
で
あ
っ
た
。
井
上
辰
雄
氏
は
こ
の
点
に
注
目
さ

れ
て
、
坂
本
毛
人
を
「
族
長
的
な
地
位
」
に
あ
る
も
の
と
理
解
し
、
　
「
寺
院
と
郡
司
層
と
の
関
係
は
、
越
前
の
東
大
寺
領
の
開
発
に
果
し
た
足

羽
郡
大
領
生
江
東
人
等
の
役
割
に
比
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
、
大
伴
犬
養
と
秦
大
雨
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
妥
当

す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
大
伴
犬
養
に
し
ろ
西
大
寺
（
あ
る
い
は
造
西
大
寺
司
と
す
べ
き
か
）
に
し
ろ
、
彼
ら
は
平
城
京
と
い
う
「
都
城
」

に
基
盤
を
も
ち
、
塩
山
の
存
在
し
た
播
磨
・
讃
岐
と
は
本
来
無
縁
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
と
で
は
彼
ら
が
独
自
に
経
営
を
行
な
う
こ
と
は
困
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難
で
あ
り
、
そ
こ
に
地
方
居
住
の
郡
司
を
は
じ
め
と
し
た
土
豪
と
の
結
合
・
癒
着
関
係
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
「
雪
害
云
云
堤
堅
、
無
所
寒
路
火
炬
等
退
却
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
平
安
期
ま
で
の
塩
浜
は
一
応
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
ら
は
「
墨
堤
」
を
造
成
し
た
。
こ
れ
は
「
特
筆
さ
れ
る
べ
き
即
事
の
発
展
」

然
浜
と
考
え
て
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
」
と
さ
れ
る
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
塩
業
経
営
は
当
時
と
し
て
は
か
な
り
先
進
的
な
も
の
を
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
彼
ら
は
「
退
却
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
あ
え
て
臆
測
す
れ
ば
、
他
の
律
令
貴
族
・
土
豪
の
塩
業
経
営
も
、

一
般
的
に
は
安
定
的
で
あ
っ
た
と
は
、
必
ず
し
も
評
価
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
石
母
田
正
氏
は
、
郡
司
腰
の
地
域
的
偏
差
と
し
て
「
行
基
の
時
代
の
畿
内
の
首
長
層
ま
た
は
郡
司
の
特
徴
は
、
た
と
え
ば
越
前
の
生
江
臣
一

族
ま
た
は
越
中
の
礪
波
臣
一
族
が
も
っ
て
い
た
伝
統
的
な
権
力
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
行
使
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
も
っ
と
も
一
般
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
畿
内
に
接
し
た
播
磨
、
あ
る
い
は
讃
岐
と

い
っ
た
瀬
戸
内
沿
岸
に
お
い
て
も
「
首
長
層
ま
た
は
郡
司
」
の
権
力
は
動
揺
し
つ
つ
あ
り
、
そ
こ
で
秦
大
炬
も
大
伴
犬
養
と
の
結
合
・
癒
着
の

も
と
に
、
塩
業
経
営
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
㈹
の
刀
禰
の
証
雷
に
「
大
伴
宿
禰
家
蝿
」
が
登
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
伴
宿
禰
富
麗
と
は
、
当
然
に
も
犬

養
の
意
志
を
忠
実
に
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
「
家
職
」
が
証
言
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
刀
禰
や
一
般
人
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
対
し
て
物
質
的
な
手
段
を
も
保
有
し
つ
つ
、
生
産
・
経
営
に
介
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
伴
犬
養
は
播
磨
守
を
去
る
の
と
栢
前
後
し
て
塩
業
経
営
を
開
始
し
た
。
し
か
も
彼
は
以
前
に
播
磨
少
橡
を
も
経
験
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
犬
養
の
塩
業
経
営
は
、
彼
が
播
磨
国
守
で
あ
っ
た
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
国
衙
機
構
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

　
同
様
の
例
は
他
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
二
年
、
藤
原
菅
根
ら
が
興
福
寺
に
施
入
し
た
上
総
国
足
原
庄
は
「
曽
祖
父
故
従
四
位
上
黒
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

呂
朝
臣
南
牧
」
で
あ
っ
た
。
藤
原
黒
麻
呂
は
、
宝
亀
五
年
に
上
総
介
に
、
同
八
年
に
は
上
総
守
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
在
任
中
に
経
営
・
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領
有
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
如
・

　
こ
の
よ
う
に
、
律
令
貴
族
に
よ
る
山
野
河
海
の
領
有
は
、
国
衙
機
構
の
存
在
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
九
世
紀
承
和
年
聞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

事
件
で
あ
る
が
、
佐
渡
守
嗣
根
が
三
郡
百
姓
等
に
よ
っ
て
「
独
鶴
亀
海
浜
山
沢
之
利
二
と
し
て
告
訴
さ
れ
て
お
り
、
平
城
京
か
ら
地
方
へ
赴
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
た
律
令
貴
族
は
、
国
司
と
し
て
「
阿
諌
」
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
み
ず
か
ら
積
極
的
に
領
有
主
体
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
衙
機
構
を
自
己
の
経
営
に
流
用
し
た
の
は
事
実
と
し
て
も
、
任
を
離
れ
た
後
に
お
い
て
も
領
有
は
継
続
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
生

産
物
の
「
私
的
」
取
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
国
衙
機
構
は
積
粁
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
評
価
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
す
で
に
奈
良
時
代
中
葉
、
律
令
貴
族
が
自
己
の
消
費
を
中
心
と
し
た
「
山
野
河
海
」
の
領
有
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
は
、
右
に
み
た
通
り
で

あ
る
。
そ
の
経
営
は
「
私
設
の
代
官
」
た
る
郡
司
層
を
中
核
と
し
て
い
た
が
、
律
令
貴
族
の
分
身
た
る
「
家
使
」
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
し
て
領
有
成
立
の
契
機
と
し
て
は
、
国
衙
機
構
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
が
不
安
定

で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き
点
と
思
わ
れ
る
。

①
　
渡
辺
剣
文
『
日
本
事
業
史
研
究
』
第
－
部
第
一
章
、
一
九
七
一
。
な
お
塩
業
生

　
産
に
つ
い
て
は
、
近
藤
義
郎
「
製
塩
」
　
（
『
周
本
の
考
古
学
』
V
、
一
九
穴
六
）
、

　
近
藤
義
郎
・
渡
辺
則
文
「
製
塩
技
術
と
そ
の
時
代
的
特
質
」
（
『
日
本
の
考
古
学
』

　
M
、
一
九
穴
七
）
、
近
藤
義
郎
「
製
塩
」
、
三
石
太
一
郎
「
古
代
に
お
け
る
塩
生
産
」

　
（
と
も
に
『
新
版
考
古
学
講
座
』
9
、
　
九
七
一
）
、
な
ど
多
く
の
概
説
が
あ
る
。

②
渡
辺
則
文
『
日
本
塩
業
史
研
究
』
（
前
掲
）
。
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
コ
般
に
製

　
塩
業
に
あ
っ
て
は
燃
料
の
占
め
る
位
置
は
き
わ
め
て
大
き
く
…
…
そ
れ
故
、
低
い

　
製
塩
技
衛
の
段
階
ほ
ど
燃
料
の
占
め
る
地
位
が
大
き
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
つ

　
ま
り
、
燃
料
採
取
の
た
め
の
塩
山
が
塩
浜
に
比
し
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ

　
る
。

　
　
こ
こ
で
以
下
の
叙
述
の
参
考
と
し
て
、
絶
無
時
代
か
ら
平
安
晴
代
に
か
け
て
の

製
塩
法
の
変
遷
過
程
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
お
そ
く
と
も
古
墳
時
代
後
期
に
は
「
藻
塩
採
触
法
」
、
す
な
わ
ち
「
海
の
藻
を

刈
り
と
っ
て
浜
で
よ
く
乾
か
し
、
塩
の
結
晶
を
充
分
付
着
さ
せ
る
。
そ
れ
を
集
め

て
木
ま
た
は
竹
製
の
養
の
よ
う
な
も
の
の
上
に
の
せ
、
海
水
を
そ
そ
ぐ
」
こ
と
に

よ
り
鍼
水
を
得
る
こ
と
が
始
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
繊
水
は
土
器
煎
熱
ざ
れ
る

（
い
わ
ゆ
る
製
塩
土
器
）
。
し
か
し
、
　
「
八
世
紀
の
初
頭
に
は
す
く
な
く
と
も
播
磨

な
ど
の
一
部
の
地
域
に
塩
田
採
戯
法
が
出
現
し
て
い
た
」
と
思
わ
れ
、
　
「
お
そ
ら

く
自
然
の
浜
に
若
干
の
加
工
を
施
し
、
潮
の
干
満
差
を
利
用
し
た
か
あ
る
い
は
海

水
を
汲
み
そ
そ
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
」
。
そ
の
場
合
、
煎
熱
容
器
は
「
土
釜
・
石

釜
を
ま
ず
検
討
す
る
ほ
か
は
な
い
」
の
で
、
　
「
こ
の
二
つ
の
交
替
は
、
お
そ
ら
く

相
互
に
関
連
し
な
が
ら
進
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
は
最
も
代
表
的
と
思
わ
れ
る
近
藤
義
郎
晟
の
見
解
に
よ
っ
た
、
古
代
史
発

　
掘
1
0
判
都
と
む
ら
の
乱
し
』
　
「
塩
と
鉄
の
生
産
」
（
近
藤
氏
執
筆
）
・
一
九
七
四
。

③
中
井
真
孝
『
日
本
古
代
の
仏
教
と
民
衆
』
I
1
3
・
一
九
七
三
、
仲
野
浩
「
奈

　
良
時
代
に
お
け
る
定
額
寺
」
　
（
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
中
巻
、
　
九
七
二
）
。

④
　
「
濫
山
」
と
い
う
明
確
な
形
で
な
い
も
の
と
し
て
は
、
次
の
例
が
あ
る
。

典成立時期・形態容域・内地寺院名

元興寺伽藍縁起井
　　　　流記資財帳

聖日本紀，霊亀2年
　　　　8月二五条

法隆寺伽藍縁起井
　　　　流記資財帳

一

一

一
＃
騰
…

難
…藍
流
…
〃

勲
…
鰺

ク

環鍍鱒勲
　　　　ク

灸軍臨擁期

塩屋

備中園浅口郡焼塩戸

海二渚，播磨国印南
郡与飾磨郡間①

若狭国乎入郡嶋山
　　　　　100町②

紀伊国海部郡木本郷
　　　　　170田丁③

　　　ク　　芦原
　　　　　　　5町

元興寺

法隆寺

大安寺

西大寺資財流記帳
㎜

若狭闘焼塩取娠西大寺

①　渡辺則文『日本塩業史研究』第1部第1章，1971。
②③　井上辰雄「古代製塩の生産形態」（r正税帳の研究』，1967），白石太

　～郎「畿内周辺地域における奈良時代の製塩遺跡について」（r古代文化』

　20－10）．

　　「歳次癸酉」については，水野柳太郎「寺院の墾田地所有について」

　（『ヒストリア』51）参照。

⑤
岸
俊
男
「
越
前
園
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
、
同
「
越
前
国
束

　
大
寺
領
二
軍
の
経
蛍
」
　
（
と
も
に
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
、
一
九
六
六
）
。
近

　
年
の
初
期
庄
園
論
の
な
か
に
は
、
東
大
寺
領
庄
園
を
「
私
的
大
土
地
所
有
」
と
し

　
て
扱
う
も
の
が
あ
る
が
、
岸
氏
の
指
摘
を
充
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

　
法
華
寺
領
に
つ
い
て
も
、
「
造
東
大
寺
司
が
法
華
寺
の
代
理
機
能
を
果
た
し
た
」

　
と
い
う
、
藤
井
｛
二
「
法
輩
寺
の
造
営
と
寺
領
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
六
三
）
。

⑥
石
崎
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
司
目
蓋
写
本
）
延
暦
十
二
年
四
月
十
七
日

　
播
磨
麟
坂
越
・
神
戸
両
郷
解
（
『
平
安
遺
文
』
九
）
。
本
文
に
あ
げ
た
も
の
は
、
史

　
料
編
纂
所
謄
写
本
に
よ
っ
た
も
の
で
、
　
『
平
安
遺
文
』
と
は
多
少
違
い
が
あ
る
。

⑦
黒
田
日
出
男
「
中
世
成
立
期
の
民
衆
意
識
と
荘
園
体
制
」
（
歴
史
学
研
究
鋼
冊

　
特
集
『
世
界
史
認
識
と
人
民
闘
争
史
研
究
の
課
題
』
）
、
丸
山
幸
彦
「
九
世
紀
に
お

　
け
る
大
土
地
所
有
の
展
開
」
（
前
掲
）
、
同
「
初
期
庄
園
の
形
成
と
展
開
」
（
『
日
本

　
史
研
究
』
　
一
山
ハ
四
一
、
　
一
山
ハ
五
）
p

⑧
　
　
『
兵
蹟
県
史
』
第
一
巻
第
七
章
第
二
籔
2
（
直
木
孝
次
郎
氏
執
筆
Y
一
九
七
四
、

　
広
山
箋
漁
燈
『
赤
穂
塩
業
史
』
第
一
章
第
三
節
・
一
九
六
八
、
渡
辺
則
文
『
日
本

　
塩
業
史
研
究
』
（
前
掲
）
、
小
林
昌
二
「
令
制
下
『
山
川
藪
沢
』
所
有
に
関
す
る
一

　
考
察
」
　
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
　
部
八
）
。

⑨
『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
（
前
掲
）
、
広
山
舞
道
編
『
赤
穂
塩
業
史
』
（
前
掲
）
。

⑩
九
姓
紀
段
階
で
の
東
大
寺
日
赤
貝
層
は
「
塩
浜
・
治
田
・
山
」
で
構
成
さ
れ
て

　
い
た
（
仁
平
＝
　
年
播
磨
国
爽
大
寺
領
荘
々
文
書
目
録
、
『
平
安
遺
文
』
二
七
八
八
）
。

　
つ
ま
り
、
塩
山
・
塩
浜
と
治
眼
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
勝
宝
年
闘
の
大
伴

　
宿
禰
の
経
営
に
も
こ
の
三
要
素
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

⑪
　
こ
の
側
所
は
、
史
料
編
纂
所
謄
写
本
に
は
「
故
態
」
と
あ
り
、
　
『
平
安
遺
文
』

　
は
「
故
守
」
と
す
る
。
　
「
故
寺
」
で
は
意
味
が
通
じ
ず
、
ま
た
「
寺
」
と
「
守
」

　
は
書
き
よ
う
に
よ
っ
て
は
近
似
す
る
か
ら
、
　
「
故
寺
」
は
「
一
襲
」
の
誤
り
と
し

　
て
お
く
。

⑫
続
日
本
紀
、
天
平
勝
宝
二
年
三
月
庚
子
条
、
同
五
年
四
月
癸
巳
条
。

⑬
一
尉
本
紀
、
聡
智
七
年
三
月
癸
巳
条
。
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奈良將代「山野」領有の考察（西山）

⑭
　
「
播
磨
國
正
税
帳
」
、
大
日
本
古
文
書
『
編
年
文
書
』
第
二
巻
一
五
〇
～
一
五

　
｝
頁
〔
以
下
『
編
年
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
『
大
日
古
』
ニ
ー
一
五
〇
～
一
、
の

　
よ
う
に
記
す
）
。
な
お
こ
の
黒
蟻
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
「
播
磨
国
正
税
帳
の
成

　
立
と
意
義
」
　
（
『
目
本
古
典
の
研
究
』
、
一
九
七
三
）
参
照
。

⑮
　
大
伴
犬
養
、
二
足
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
参
照
。
同
書
「
秦
大

　
炬
」
項
、
小
林
昌
二
「
令
舗
下
『
山
川
藪
沢
』
所
有
に
関
す
る
一
考
察
」
（
前
掲
）

　
　
　
　
（
守
力
）

　
が
、
「
東
寺
大
伴
宿
禰
」
を
犬
養
と
解
し
て
い
る
。
な
お
大
伴
犬
養
は
、
娘
が
藤

　
原
仲
麻
呂
の
妻
と
な
っ
た
政
治
史
的
に
特
異
な
動
き
を
示
す
人
物
で
あ
る
。

⑯
　
虎
尾
俊
哉
「
国
造
豊
足
解
に
つ
い
て
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
七
三
⊥
二
）
。
　
「
鰻
」

　
も
し
く
は
「
領
」
と
い
う
字
は
管
見
し
な
い
が
、
意
味
と
し
て
は
『
平
安
遺
文
』

　
が
「
預
力
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
に
見
え
る
「
目
代
」
は
、

　
東
大
寺
領
越
前
庄
園
に
見
え
る
「
庄
目
代
」
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ

　
る
。
中
野
郷
戸
主
物
部
古
麻
呂
解
案
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
『
東
大
寺
文
書
』

　
ニ
ー
二
五
〇
～
一
）
、
岡
本
郷
芦
憲
道
守
患
虫
三
無
案
（
『
東
大
寺
文
書
』
二
i
二

　
四
八
）
、
参
照
。

⑰
　
東
大
寺
又
訟
賢
弟
三
回
採
訪
山
ハ
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）
延
暦
｝
十

　
二
年
五
月
十
四
日
「
文
書
断
簡
」
に
、
「
擬
大
領
外
従
八
位
上
秦
造
・
擬
少
領
禿

　
位
秦
造
雄
鯖
」
と
見
え
、
盤
領
職
を
独
占
し
て
い
る
。

　
　
な
お
当
文
書
は
『
平
安
遺
文
』
乗
収
で
あ
る
が
、
勝
浦
令
子
「
『
播
磨
國
坂
越
・

　
神
戸
両
郷
解
』
補
遺
」
（
『
史
学
論
叢
』
六
）
が
、
解
説
を
ま
じ
え
つ
つ
紹
介
さ
れ

　
て
い
る
。

⑱
三
代
実
録
、
貞
観
六
年
八
月
十
七
日
辛
未
条
。

⑲
「
譜
第
郡
司
」
に
つ
い
て
は
、
今
泉
隆
雄
「
八
世
紀
郡
領
の
任
用
と
出
自
」
（
『
史

　
愚
宇
雑
歎
舳
』
八
一
－
一
二
）
　
参
昭
細
。

⑳
王
臣
家
に
よ
る
「
山
野
河
海
」
の
分
割
に
際
し
、
「
立
入
」
が
重
要
な
役
割
を

　
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
類
聚
三
代
格
「
巻
十
六
」
、
延
暦
十
七
年
十

　
二
月
八
日
太
政
官
符
、
延
喜
二
年
三
月
十
三
目
太
政
宮
丘
、
に
見
え
る
。

⑳
　
芦
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
九
七
）
、
高
橋

　
巻
首
「
幽
門
の
乱
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
文
化
史
学
』
一
一
六
）
。

＠
　
遠
方
へ
赴
い
た
例
と
し
て
、
『
萬
葉
集
』
巻
十
八
－
四
〇
三
二
～
五
、
の
題
詞

　
・
目
録
、
参
照
。

働
　
融
⑫
の
例
で
あ
る
田
辺
史
福
麿
は
「
造
酒
司
令
史
」
で
あ
り
、
渡
辺
直
彦
氏
は

　
相
当
官
位
か
ら
橘
諸
兄
家
の
「
前
書
吏
か
、
道
家
都
あ
た
り
」
と
さ
れ
る
、
『
日

　
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』
第
三
篇
第
一
章
・
一
九
七
二
。

⑳
　
大
伴
犬
養
の
塩
業
経
営
の
性
格
を
厳
密
に
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
部

　
分
的
に
し
ろ
交
易
の
た
め
の
生
産
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

⑯
　
三
代
実
録
、
貞
観
十
七
年
十
二
月
十
五
日
甲
子
条
。

⑳
　
井
上
辰
雄
「
古
代
製
塩
の
生
産
形
態
」
（
『
正
税
帳
の
研
究
』
、
一
九
六
七
）
。

⑳
渡
辺
則
文
『
日
本
短
三
二
研
究
』
　
（
前
掲
）
。

⑱
　
広
山
嘉
道
編
『
赤
穂
塩
訂
正
』
（
前
掲
）
、
岡
「
古
代
製
塩
に
つ
い
て
の
二
三
の

　
問
題
」
　
（
『
兵
庫
史
学
』
五
八
・
五
九
合
併
号
）
。
広
山
氏
の
場
合
、
　
「
塩
田
法
に

　
先
行
す
る
採
戯
形
態
と
し
て
『
塩
尻
法
』
と
も
名
付
け
う
る
海
水
濃
縮
法
が
存
在

　
し
た
」
と
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
塩
尻
法
と
は
、
　
「
塩
分
固
着
の
乾

　
燥
砂
を
採
集
し
、
そ
れ
に
適
時
海
水
を
注
ぎ
集
水
を
得
、
そ
の
駁
砂
は
そ
の
場
に

　
放
置
し
て
お
き
、
転
々
と
集
砂
の
揚
所
を
移
動
し
て
い
く
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

　
が
（
同
¶
古
代
製
塩
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
想
定
」
『
日
本
歴
史
』
三
〇
三
）
、
こ

　
の
大
伴
犬
養
の
塩
堤
造
成
は
「
塩
田
法
を
実
施
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
の
築
堤

　
が
行
な
わ
れ
始
め
た
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

⑲
　
石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論
』
第
一
部
皿
1
3
「
行
基
と
畿
内
の
人
厩
」
、
一

　
九
七
三
。

⑳
　
こ
の
よ
う
な
見
解
の
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
岸
俊
男
残
の
初
期
庄
園
二
類
型
論

　
（
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
の
経
鴬
」
前
掲
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
年
で
は
こ

　
の
二
類
型
論
に
批
凋
が
出
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
理
解
も
修
正
し

　
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
増
国
弘
邦

47 （361）



　
「
八
世
紀
に
お
け
る
私
的
大
土
地
所
有
と
庄
田
経
営
」
（
『
前
近
代
史
研
究
』
一
）

　
参
照
。

⑳
　
こ
こ
に
述
べ
た
奈
良
暗
代
中
葉
の
「
豊
熟
」
の
姿
は
、
九
世
紀
末
で
の
彼
ら
の

　
行
動
と
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
戸
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」

　
（
前
掲
）
参
照
。
な
お
、
東
大
寺
領
越
前
庄
園
に
見
え
る
「
田
口
」
に
つ
い
て
、

　
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
の
経
営
」
　
（
前
掲
）
が
参
考
と
な
り
、
ま
た
九

　
世
紀
の
寺
家
の
田
使
に
つ
い
て
、
原
秀
三
郎
「
田
富
と
田
堵
と
農
民
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
八
○
）
が
、
注
目
す
べ
き
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
　
朝
野
群
載
巻
十
七
、
藤
原
良
尚
蔭
子
菅
根
等
連
署
庄
園
施
入
帳
。

⑳
西
岡
虎
之
助
「
武
士
階
級
結
成
の
｝
田
園
と
し
て
の
『
牧
』
の
発
展
」
（
『
荘
國

　
史
の
研
究
』
上
巻
、
　
九
五
三
）
、
戸
田
芳
実
「
九
世
紀
東
国
蓑
園
と
そ
の
交
通
形

　
態
」
　
（
『
政
治
経
済
史
学
隠
一
一
〇
）
。

⑳
　
政
薯
要
略
巻
八
十
照
、
糺
弾
雑
事
。

⑳
　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
問
題
」
（
前
掲
）
。

（362）　48

三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

下
級
官
人
・
土
豪
の
伐
木
経
営

　
本
稿
の
課
題
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
展
開
し
た
律
令
貴
族
・
土
豪
の
「
山
野
河
海
」
領
有
の
性
格
を
究
明
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
史
料
的
制
約
が
大
き
い
古
代
史
で
は
、
先
に
分
析
し
た
大
伴
犬
養
の
例
な
ど
は
稀
有
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
は
た
や
す
く
は
な
し
え
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
こ
の
よ
う
な
制
約
の
も
と
で
の
方
法
と
し
て
、
正
倉
院
に
伝
来
す
る
造
東
大
寺
司
の

木
材
関
係
史
料
か
ら
、
右
の
課
題
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。
も
と
よ
り
造
東
大
寺
司
は
国
家
機
構
の
一
機
関
で
あ
り
、
律
令
貴
族
・
土
豪
に
よ

る
「
私
的
」
な
領
有
の
検
討
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
は
迂
回
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
　
「
官
人
の
私
経
済
が
造
東
大
寺
司
の
財
政
運
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
か
に
生
き
て
い
た
」
事
実
か
ら
、
か
よ
う
な
方
法
も
成
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
本
節
で
は
造
東
大
寺
司
の
木
材
運
用
を
媒
介
と
し
て
、
　
「
材
木
を
と
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
山
野
領
有
を
検
討
し
た
い
。

　
①
　
本
節
で
使
用
す
る
伐
木
と
い
う
表
現
は
、
材
木
を
生
産
す
る
た
め
の
「
伐
木
」
　
　
　
　
　
い
る
時
は
「
伐
木
」
・
「
製
材
」
と
す
る
。

　
　
（
樹
木
を
き
り
た
お
す
こ
と
）
と
「
製
材
」
　
（
丸
木
か
ら
角
材
や
板
な
ど
を
作
る
　
　
　
②
　
音
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
　
（
『
日
本
経
済
史
大
系
』
－
、
一
九
穴
五
）
。

　
　
こ
と
）
の
両
過
程
を
含
む
も
の
と
す
る
。
e
ロ
註
⑰
参
照
。
た
だ
し
、
狭
義
で
用

　
　
　
一
　
造
東
大
寺
司
山
作
所
の
構
造
分
析

　
（
　
イ
、
山
作
所
の
分
布
と
労
働
力
構
成



（
ヨ
隠
）
蝋
榊
e
揮
駆
「
臨
ヨ
」

＜蓑2－i＞東大寺（造東大寺司）関係杣①②③④
杣（山作所）名1 時 期 内 容 出 典

伊賀山作所⑥

甲賀山1乍所⑦

高嶋山f乍所

天平勝宝元年

　　　　2年5月
天平宝宇2年11月
　　　　2年11月～3年3月
　　　　3年・4年
　　　　6年2月
　　　　6年閏12月
延覆｝2G年～22年

天平勝宝5年正月
天平宝字5年12月～6年正月

天平宝字2年11月～3年3月
半　　　3年・4年
　　　　6年正月～5月
　　　　6年3月
　　　　6年8月～9月

材木15，036物を伊賀国より作り運ぶ
掃溜寺の塔鱗毛など採材⑥
写経所門主勝屋主派遣
東塔所領（カ）坂田池主調銭

法華寺阿弥陀浄土院造営に際し作材・買材
石山寺造営に際し櫨榑購入
小門・束塔戸畑など作材
工忠，工匠を率い伊賀杣に赴く

造講堂院甲司「1．L】所として見ゆ

＝石口．1寺造営に際しf乍材

東塔所領（カ）坂田池子送銭

法華寺阿弥陀浄土院造営に際し買材
石山寺造営に際し買材
「東塔所高嶋山作」として見ゆ

石山寺造営残照とともに東塔四四廻漕

『大日古』25－67ゴ

『プく日宇』　25－120～1

『プ（日古』　14－109，　204

r大日古』4－360～1，361～3

『＝大：El古』　15－263

『大日古』　5－377～8

「東大寺二二当実忠二十九二条事訳r東大寺要録s）

『大臼了！ii　3－617

『プ（日輩丁』　4－360～1，　361～3

『大日古』15－174

田上山作所⑧1天平宝字6年正月～5月

信楽杣 1宝亀2年4月～12月
1石L時造塾際し㈱
1実忠脚夫を率いて信楽杣に赴く i「東火寺権別当実寸二十九箇条事」（r東大寺要録』）

播磨下作所

由波山作所

天平勝宝元年
不明（勝宝2年～宝字2年）

天平宝字3年・4年
不明（宝字6年以前）

神護景雲元年前後

坂本人上，大仏殿大量50根を作らしむ
因幡等六騒に材を引く役失糧米を停止せしむ

法華寺阿弥陀浄土院造営に際し作材・買材
東塔所関係門

並識量材を葛野井津に漕下⑨

『大日古』25　一　76～7

『大日古』25　一　205

『大臼古』　16－276～7

『大日古』25－302～3

＊〈表2＞の他に，興福寺西金堂造営に際して「吉野IWF」から桐花形が作り運ばれ（r大H古』1・一・557），　r萬葉集』には「瀦豆香そま山」（京都府相
楽郡湯船村・和東町あたり，巻3－476），「泉の杣」（巻11－2645）が所見する。なお後世の伝承に基づく不確実なものは一切除外した。

①本表の作成にあたっては，福山敏男r奈良朝の東大寺i（1947）を多く参照した。なお石山寺，法華寺阿弥陀浄土院の造営については，福山敏男
　「奈良壁代に於ける石山寺の造営」，同「奈良時代に於ける法華寺の造営」（ともに『日本建築史の研究』，1943）参照。　②法華寺阿弥陀浄土院造鴬

に利用された工作所を，この裏に含めてよいかどうかは一つの問題であるが，「工馨は（恐らく）造東大寺司が行った」（福山「奈良時代に於ける法華
寺の造営j）点から，あわせ表示した。石山寺造営の場合も同様である。③固有名詞を付さないで「山高」とのみあるものは省略した。④天平勝宝7

歳12月28日板蝿玉壷入幕（r大日古』4－84）については，丸山幸彦「一一〇世紀における庄園の形成と展開」（r史林』56－6）での偽作説に従い除外する。

⑤この項には，「伊賀山作所」と断定しがたいものも一応含めた。⑥福山敏男r奈良朝寺院の研究』（1948）「掃守寺」項参照。別当伊福部男依が写経
所に関係していること，丹裏文書は「造東大寺司政所で反故にされた文書」であること（吉田孝「律令時代の交易」『日本経済史大勲1，1965），よ

り造東大寺司の事業の一環として行なわれたと推定される。⑦倭名類聚妙所引，弘仁14年功程式逸文に「甲賀柚」が見える。⑧藤原宮造営に利用さ

れ（『萬葉集』巻1－50），弘仁14年功程式に「田上柚」と見える。⑨堀池春峰「元緑時代・大仏殿虹梁の運漕に就いて」（r大和文化研究』5－8）参照。
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①

　
「
所
訓
以
寄
凱
山
林
於
諸
寺
一
者
、
為
三
是
採
訓
用
修
理
車
身
こ
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
大
寺
（
あ
る
い

　
　
　
　
　
②

は
造
菓
大
寺
司
）
を
始
め
と
し
て
、
諸
大
寺
は
多
く
の
杣
（
山
作
所
）
を
領
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
奈
良
時
代
の
杣
（
山
亭
所
）
の
例
は
、
〈
表
2
－
i
∴
u
＞
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ず
利
用
状
況
の
点
で
は
、
最
も
頻
黙
す
る
造
東
大
寺
司
伊
賀
山
作
所
の
場
合
、
か
な
り
の
連
続
性

を
も
っ
て
伐
木
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
他
の
例
は
史
料
数
が
少
な
い
が
、
史
料
の
残
存
度
を
考
慮
す
れ

ば
、
お
お
よ
そ
伊
賀
山
作
所
の
例
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
次
に
杣
の
地
域
的
分
布
を
整
理
す
れ
ば
、
　
〈
表
3
＞
の
よ
う
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
畿
内
周
辺
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

川
に
沿
っ
た
地
点
に
分
布
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
近
江
・
伊
賀
に
集
中
し
、
近
江
国
甲

賀
郡
に
は
四
個
所
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
に
お
け
る
集
中
的
な
伐
木
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
地
域
的
に
や
や
ず
れ
る
の
が
播
磨
で
あ
る
。
平
城
京
と
播
磨
を
結
ぶ
「
難
波
」
で
造
講
堂
所
木
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
作
剥
せ
し
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
造
寺
用
木
材
は
畿
内
周
辺
河
川
沿
岸
の
み
で

は
な
く
、
も
う
少
し
広
い
範
囲
か
ら
供
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
杣
（
山
作
所
）
の
外
面
的
特
徴
を
一
瞥
し
た
。
次
は
そ
の
内
部
構
造
で
あ
る
が
、
天
平
宝
宇
三
・
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
行
な
わ
れ
た
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
造
営
、
天

〈表3＞

国名i郡名1呼数

4
　
　
1
　
　
1

1
　
　
1
　
　
1

1
　
　
1

甲賀郡

高嶋郡

栗太郡

名張郡

伊賀郡

不　明

船井郡

不　明

近江国

伊賀

丹波

1

1

大和国】山辺郡

播磨劇不明

典出

〈表2－ii＞　　 諸　　 大　　 寺　　 iglt

寺院名　1　　　杣　　　名

西大寺資財流記帳

　　　　！！

　　　　！1

　　　　！1

大安寺伽藍縁起＃流記資財帳

　　　　　　！一

伊賀国名張三鼎

近江園甲可郡杣

　　　同　郡緑道杣

丹波国船坂二

大倭国山辺郡波多蘇麻

伊賀国伊賀郡太山蘇麻庄

西大寺

大安寺①

①　横田健一「大安寺の経済に関する二烹の問題」

　10）参照。

（『ヒストリア』

三
宝
要
道
・
六
年
の
石
山
寺
造
営
、
こ
の
二
造
営
に
利
用
さ
れ
た
山
作
所
に
つ
い
て
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
労
働
力
構
成
を
検
討
す
る
手
掛
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
造
東
大
寺
司
と
い
う
国
家

機
関
の
も
と
で
、
伐
木
労
働
力
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
か
を
ま
ず
検
討
し
よ
う
。

　
法
華
寺
附
弥
陀
浄
土
院
（
以
下
、
浄
土
院
と
略
す
）
造
営
に
際
し
て
は
、
伐
木
の
た
め
伊

賀
山
作
所
と
丹
波
山
作
所
が
利
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
労
働
力
構
成
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
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奈良時代「山野」領有の考察（西山）

う
で
あ
る
。
　
〈
表
4
＞

　
こ
の
表
を
一
見
し
て
気
付
く
の
は
、
伊
賀
山
作
所
で
の
作
親
と
雇
工
作
材
の
差
三
一
八
物
は

〈表4＞①

購入米より
推定される
人数②

雇夫延人数雇工延人数雇工作材

17，884．8ノ＼12，184／v1，315．5ノ＼723物

4，863．5人1，650．5／Y1，660人2，031物

運　　　材

総数i内　訳
　　　ダFオォ1，041物
1，241物
　　　i買材200物

・鋤辮鵬

山作所

伊賀山作所

丹波山作所

①　天平宝掌4年12月30日造金堂所解による。この文書については，福山A論文参照。

②　これは食米のすべてとは限らないので，実際の人数はこれより多い可能性がある。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
司
工
の
作
っ
た
も
の
」
で
あ
ろ
う
が
、
両
山

導
所
と
も
伐
木
労
働
力
（
木
工
）
の
中
で
雇
工
の
占
め
る
比
率
が
高
い
こ
と
、
と
り
わ
け
丹
波
山
作
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
作
材
は
す
べ
て
雇
工
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
　
「
雇
夫
」
が
多
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
次
に
、
石
山
寺
造
営
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
右
の
よ
う
な
事
態
を
、
よ
り
具
体
的
に

考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
石
山
寺
造
営
に
利
用
さ
れ
た
の
は
甲
賀
明
週
所
・
田
上
山
作
所
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
は
伐

木
過
程
中
の
各
月
告
朔
解
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
労
働
力
構
成
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ

　
　
　
⑨

う
で
あ
る
。
　
〈
表
5
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
さ
て
こ
れ
ま
た
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伐
木
労
働
力
と
し
て
は
雇
木
工
・
「
様
木
工
」
、
非
技
術

労
働
力
と
し
て
は
雇
夫
の
存
在
が
大
き
い
。
と
り
わ
け
三
月
末
以
降
は
司
木
工
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
で
の
傾
向
は
さ
き
の
伊
賀
山
作
所
・
丹
波
山
作
所
の
場
合
と
同
じ
で

あ
る
。

　
た
だ
く
表
5
V
で
や
や
奇
異
な
の
は
、
甲
賀
山
作
所
と
田
上
山
作
所
正
月
・
二
月
に
は
、
伐
木
労
働
力

の
過
半
数
を
占
め
て
い
た
様
木
工
が
、
突
如
と
し
て
三
月
か
ら
は
雲
散
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
は
実
は
文
書
記
載
の
上
で
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
天
平
宝
字
六
年
三
月
七
日
田
上
山
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

解
は
「
依
根
圧
少
乏
給
遣
、
手
工
雇
滋
藤
登
載
作
物
可
遅
緩
」
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
廿
一
屠
田

占
作
所
領
充
造
石
山
寺
鶉
焼
は
胃
杢
煮
皆
悉
進
上
・
以
様
工
令
作
進
上
」
と
指
示
し
て
い
如

こ
の
二
史
料
、
と
く
に
前
者
に
よ
り
、
三
月
告
朔
解
の
期
間
に
田
上
山
に
様
木
工
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
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白
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
は
、
そ
の
田
付
が
三
月
告
朔
解
の
終
了

す
る
直
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
粥
示
の
規
補
力
は
四
月
告
朔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

解
の
一
瞬
に
も
及
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
三
月
告
朔
解
・
四
月
告
朔
解
の
期
間
に
笑
は
存
在
し

た
様
木
工
は
、
ど
の
程
度
の
比
重
を
占
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
田
中
仁
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
田
中
氏
は
、
様

工
へ
の
食
米
の
支
給
は
乗
米
を
折
留
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
確
か

に
田
上
山
作
所
正
月
告
朔
解
・
二
月
告
朔
解
に
は
新
米
を
割
き
取

ら
な
い
「
生
料
」
が
様
木
工
に
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
、

三
月
告
朔
解
・
照
月
告
朔
解
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
三
餅
生
料
」
・
「
四

餅
生
料
」
と
し
て
乗
米
な
し
の
現
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
三
月
告
朔
解
・
四
月
告
朔
解
の
期
間
に
、
一
五
〇
人
（
三
魁

÷
二
升
）
、
二
〇
〇
人
（
四
餅
÷
二
升
）
の
様
木
工
の
存
在
を
推
定

さ
れ
た
。

　
こ
の
推
論
は
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
い
た
点
を
鋭
く
つ
い
た
も

の
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
史
料
と
合
わ
せ
、
三
月
告
朔
解
の
期
間

に
一
五
〇
人
、
四
月
告
朔
解
の
期
間
に
二
〇
〇
人
の
様
木
工
が
そ

れ
ぞ
れ
存
在
し
た
こ
と
は
ま
ず
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
伐
木
労
働
力
の
構
成
の
み
を
表
示

＜表5＞①

雇央

P作・・

仕丁
司櫃
工

雇鉄
工

司鉄
工

雇木
工

様木
工

司木
工
領

木工
長上

間期山作所

53　1　253

169
（3）

＠
【
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甲賀山作所

田上山作所

計

233

＠

＠

＠

甲賀山作所三月・四月告朔解は，この期間に伐木を行なっていないので除外する。

87名のうち伐木にあたったのは54名である。

（）内の人数は，見役外の不役を示す。

＜表6＞

山作所｝ 期 間 pa木工隊木工1慰工
甲賀山締1天平宝字5年・2月22日～6範月・4日154巨68（72．・％）1・・

149

203

41

61

鰯
．
㎜

61

99

28 80　（53．7％）

15 127　（62．690）

25　1　150　（63．6ero）

o 200　（66．9ero）

6年1｝三」ヨ16日～30臼

　　2月1日～30日

　　3月1H～25日

　　3月25日～5月18日

田上山作所

（366） 52



奈良時代「山野」領有の考察（西山）

す
る
。
〈
表
6
＞

　
伐
木
労
働
力
と
し
て
は
、
一
貫
し
て
様
木
工
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
三
月
廿
一
日
造
石
山
寺
所
符
が
と
く
に
様

杢
に
よ
る
伐
木
を
指
示
し
て
い
る
の
軸
こ
の
よ
う
な
菓
が
あ
れ
ば
よ
垂
解
で
き
る
の
で
あ
る
・

　
様
木
工
・
雇
木
工
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
彼
ら
は
造
石
山
寺
所
に
雇
傭
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
・
具
体
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
山
作
所
を
当
事
者
と
し
た
。
そ
れ
は
彼
ら
の
食
料
・
功
銭
が
す
べ
て
山
作
所
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
造
石
山
寺
所
か
ら
山
籠
所
へ
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

傭
に
際
し
て
の
功
銭
の
ラ
ン
ク
づ
け
を
指
示
し
、
伐
木
継
続
の
た
め
雇
傭
の
中
断
を
禁
じ
た
り
、
あ
る
い
は
作
物
停
止
に
伴
な
い
雇
傭
の
解
約

　
　
　
　
　
⑳

を
命
じ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
方
、
石
山
寺
造
営
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
造
東
大
寺
司
木
工
が
不
足
し
て
い
た
た
め
極
力
雇
工
に
依
存
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

山
斗
所
の
様
木
工
・
雇
木
工
に
は
造
東
大
寺
罷
工
が
雇
傭
の
形
態
で
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す
な
わ
ち
、
様
木
工
・
雇
木

工
が
山
作
所
に
直
接
雇
傭
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
甲
賀
山
・
田
上
山
の
周
辺
に
本
来
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。　

石
山
寺
造
営
の
際
の
伐
木
に
つ
い
て
は
、
造
東
大
寺
司
に
薩
接
に
組
織
さ
れ
な
い
山
作
所
周
辺
の
雇
木
工
、
と
り
わ
け
様
木
工
に
多
く
を
依

存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
先
の
浄
土
院
造
営
の
場
合
に
立
ち
戻
れ
ば
、
そ
こ
で
の
労
働
力
構
成
を
石
山
寺
の
場
合
に
準

じ
て
考
え
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
丹
波
山
作
所
・
伊
賀
面
作
所
で
の
伐
木
労
働
力
の
中
心
で
あ
っ
た
コ
展

工
」
に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
は
文
書
の
表
面
に
は
現
わ
れ
な
い
様
木
工
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
奈
良
朝
後
期
の
造
寺
役
に
示
さ
れ
る
の
は
「
上
代
官
庁
の
用
ひ
た
労
働
力
の
い
は
ば
経
常
費
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
以
上

の
考
察
結
果
か
ら
、
太
政
官
政
府
が
直
接
必
要
と
す
る
木
材
は
、
多
く
「
様
木
工
」
的
存
在
に
依
存
し
て
い
た
と
敷
術
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
①
　
類
聚
三
代
格
、
寛
平
八
年
四
月
二
日
置
政
冨
符
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
出
島
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
、
阿
「
越
前
国
東
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火
寺
領
庄
園
の
経
営
」
（
と
も
に
前
掲
）
。
東
大
寺
三
綱
と
造
東
大
寺
司
の
関
係
は

　
複
雑
で
あ
る
が
、
　
〈
表
2
…
－
〉
に
は
東
大
寺
関
係
の
杣
と
し
て
、
こ
の
両
老
に

　
関
わ
る
も
の
を
あ
げ
た
。

③
　
堀
池
春
望
「
元
緑
晦
代
・
大
仏
殿
虹
梁
の
運
漕
に
就
い
て
」
（
『
大
和
文
化
研
究
鮎

　
五
一
八
）
。
な
お
畿
内
内
陸
水
路
に
つ
い
て
は
、
松
原
弘
宣
「
古
代
に
お
け
る
津

　
の
性
格
と
機
能
」
　
（
『
古
代
圏
家
の
形
成
と
展
開
』
、
一
九
七
六
）
。

④
造
講
堂
掴
所
解
、
『
大
日
古
』
十
讐
ア
一
五
六
～
八
。

⑤
法
申
業
守
阿
弥
陀
浄
土
院
・
石
山
寺
の
二
遁
営
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
「
奈
良

　
時
代
に
於
け
る
法
華
寺
の
造
営
」
、
同
「
奈
良
縛
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
」

　
（
と
も
に
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
、
一
九
四
三
）
を
参
照
。
以
下
の
分
析
も
こ
の

　
二
論
文
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
引
用
の
際
に
は
、
前
者
を
A
論
文
、
後
者
を
B

　
論
文
と
呼
ぶ
。

　
　
な
お
、
山
蜂
所
そ
の
も
の
の
分
析
と
し
て
は
、
簡
井
迫
夫
「
奈
良
時
代
に
お
け

　
る
山
作
所
の
管
理
と
労
働
組
織
」
　
（
『
東
京
大
学
農
学
部
演
習
林
報
告
隔
四
八
）
、

　
岡
藤
良
敬
「
八
世
紀
中
葉
寺
院
造
営
労
働
力
の
一
考
察
」
　
（
『
史
淵
』
一
〇
二
）
、

　
が
あ
る
。

⑥
　
福
山
A
論
文
。

⑦
　
こ
の
事
実
か
ら
た
だ
ち
に
、
造
東
大
寺
司
の
場
合
、
伐
木
に
関
し
て
直
接
に
は

　
み
ず
か
ら
に
組
識
し
な
い
労
働
力
を
、
雇
傭
と
い
う
形
式
を
通
し
て
集
積
し
て
い

　
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。

　
　
「
非
技
術
労
働
力
」
に
つ
い
て
は
、
奈
良
朝
後
期
の
造
寺
役
の
場
合
、
比
較
的

　
自
由
な
和
雇
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
（
青
木
和
夫
「
雇
役
制
の
成
立
」
　
『
史
学

　
雑
誌
』
六
七
－
三
・
四
、
栄
原
永
遠
男
「
律
令
岡
家
と
銭
貨
」
　
『
日
本
史
研
究
臨

　
一
二
三
）
、
「
技
術
労
働
力
」
に
つ
い
て
も
特
殊
な
も
の
を
除
い
た
火
部
分
に
つ
い

　
て
、
　
「
在
地
の
手
工
業
家
族
か
ら
和
雇
手
段
に
よ
っ
て
一
時
的
に
官
営
工
房
に
吸

　
収
さ
れ
た
雇
傭
労
働
力
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
浅
香
年
木
「
様
工
集
団

　
と
そ
の
長
の
性
格
」
『
日
本
古
代
手
工
業
史
の
研
究
』
、
一
九
七
～
）
。
し
か
し
、

　
造
東
大
寺
司
の
司
工
や
仕
丁
が
雁
傭
形
式
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
た
例
が
あ
り
（
浅

　
香
年
木
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
」
前
掲
、
岡
藤
…
良
敬
「
八
世
紀
中
葉
考
院

　
造
営
労
働
力
の
一
考
察
」
前
掲
、
弥
永
貞
三
「
仕
丁
の
研
究
」
　
『
史
学
雑
誌
』
六

　
〇
1
鰻
、
青
木
和
夫
「
雇
役
制
の
成
立
」
前
掲
、
な
ど
）
、
こ
の
可
能
性
を
否
定

　
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
み
る
石
山
寺
造
営
の
場
合

　
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

⑧
以
下
で
用
い
る
石
山
寺
造
営
闘
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
福
山
B
論
文
、
吉
田
孝

　
「
律
令
時
代
の
交
易
」
　
（
前
掲
）
を
参
照
。
文
書
名
は
福
山
氏
の
略
称
に
従
う
。

⑨
以
下
、
「
杣
よ
り
造
石
山
寺
所
に
差
出
ざ
れ
た
」
山
作
所
告
朔
解
に
よ
る
。
山

　
作
所
告
朔
解
を
「
造
石
山
寺
所
よ
り
造
東
大
寺
司
に
差
出
さ
れ
」
た
春
季
告
朔
解

　
・
秋
季
告
朔
解
と
比
較
す
る
と
、
後
者
が
経
所
料
材
を
記
さ
な
い
の
は
一
応
峯
然

　
と
し
て
（
「
両
者
の
経
済
は
分
離
さ
れ
て
み
た
」
か
ら
。
以
上
、
福
山
B
論
文
）
、

　
そ
れ
以
外
に
も
削
除
さ
れ
た
材
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
に
も
操
作
を
想
定
し
て

　
お
か
ね
ば
な
ら
ず
（
田
上
山
作
所
書
・
『
大
日
古
』
十
五
⊥
二
七
七
～
八
、
は
材

　
納
帳
に
対
応
し
な
い
）
、
そ
も
そ
も
公
文
書
が
「
実
体
」
に
ど
れ
ほ
ど
密
着
し
て

　
い
る
か
も
一
つ
の
問
題
で
あ
り
、
以
下
の
分
析
は
そ
う
い
う
意
味
で
粗
描
で
あ
る

　
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
な
お
、
管
掌
良
敬
「
造
石
山
寺
所
の
造
営
過
程
W
l
田
上
山
作
所
の
作
材
経
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ω
1
」
　
（
『
長
崎
造
船
大
学
研
究
報
告
』
～
○
一
一
）
を
参
照
。

⑩
様
木
工
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
本
項
ロ
で
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
こ
で
必
要
な

　
限
り
で
簡
単
に
述
べ
る
と
、
一
種
の
雇
工
で
あ
っ
て
、
し
か
も
～
定
の
作
業
を
集

　
団
的
に
詰
負
う
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
福
山
B
論
文
、
五
－
C
1
4
。

⑫
田
上
山
作
所
解
、
『
大
日
古
』
十
五
⊥
二
七
七
～
八
。

⑬
造
石
山
寺
所
符
案
、
『
大
臼
古
隔
十
五
－
一
七
一
～
二
。

⑭
　
岡
藤
良
敬
「
様
木
工
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
穴
九
年
度
『
日
本
建
築
学
会
九
州
支

　
部
研
究
報
告
集
』
）
。
た
だ
し
、
岡
藤
氏
は
三
月
廿
一
日
造
石
由
岸
里
符
を
積
極
的
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に
評
緬
さ
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
と
り
わ
け
様
工
に
つ
い
て
は
「
依
無
、
今
問
不
得
御
向
」
と
見
え
る
、
天
平
宝

　
⑮
田
中
仁
「
石
山
寺
造
営
に
お
け
る
雇
傭
労
働
力
に
つ
い
て
」
（
『
史
腿
』
一
〇
）
。
　
　
字
六
年
正
月
十
四
流
造
東
大
寺
藍
碧
・
『
大
日
古
』
五
…
三
～
四
。
た
だ
し
、
足

　
⑯
　
造
石
山
寺
所
符
案
、
　
『
大
日
古
』
十
五
…
一
七
一
～
二
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
で
櫓
皮
葺
に
従
事
し
た
様
工
倉
古
万
呂
は
、
造
東
大
寺
司
と
何
ら
か
の
関
係
に

　
⑰
田
上
山
作
所
告
朔
解
、
『
大
日
古
』
十
五
⊥
二
四
五
、
三
四
七
～
八
、
五
－
七
　
　
あ
っ
た
の
ち
「
逃
亡
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
（
鳥
取
国
万
羽
状
、
『
大
厨
古
』
十

　
　
七
な
ど
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
－
四
四
一
）
、
こ
う
い
う
形
態
が
山
作
所
の
場
合
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は

　
⑱
　
造
石
山
寺
所
符
案
、
『
大
日
古
』
十
五
…
一
四
三
～
四
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
⑲
造
石
山
寺
所
符
案
、
『
大
日
古
』
十
五
－
一
八
五
～
六
。
　
　
　
　
　
　
⑬
青
木
和
夫
「
雇
役
制
の
成
立
（
こ
と
（
前
掲
）
。
青
木
氏
は
「
非
技
術
労
働
者
」

　
⑳
造
石
山
寺
所
符
案
、
『
大
日
古
』
十
五
－
一
九
八
。
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
伐
木
労
働
力
に
つ
い
て
も
岡
様

　
⑳
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岡
藤
良
敬
「
造
寺
司
木
工
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
史
研
究
』
、
　
　
　
　
に
理
解
で
き
る
と
考
え
た
。

　
　
一
九
六
八
）
二
融
⑳
参
照
。

　
ロ
、
様
木
工
の
存
在
形
態

こ
こ
で
は
・
伐
木
労
働
力
の
中
心
で
あ
・
た
様
木
工
に
つ
い
て
・
と
乏
欝
し
た
馳

　
様
工
と
は
、
一
般
の
雇
工
が
律
令
国
家
と
「
個
別
」
的
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
定
の
作
業
を
集
団
的
に
請
負

吻
・
功
銭
・
食
料
は
集
団
の
「
曇
に
支
給
さ
れ
る
が
・
そ
の
内
部
で
の
分
配
を
公
権
力
が
遷
し
な
い
特
殊
な
雇
傭
形
態
で
あ
軸
・
こ
の
様

工
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
手
実
を
残
す
土
管
皮
葺
工
を
中
心
に
評
価
が
対
立
し
て
い
る
。
浅
香
年
木
氏
は
、
早
寒
集
団
の
「
長
」
に
よ
る
「
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

下
の
様
工
群
に
対
し
て
、
　
官
営
工
虜
の
介
入
し
得
な
い
私
的
な
搾
取
」
1
1
「
私
富
蓄
積
」
が
実
現
し
た
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
　
岡
藤
良
敬
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
機
能
的
、
計
画
的
に
運
用
さ
れ
る
造
営
組
織
の
中
に
く
み
こ
ま
れ
、
私
利
追
求
の
余
地
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
か
よ
う
な
評
価
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
氏
に
共
通
す
る
の
は
、
年
鑑
一
般
を
手
工
業
生
産
の
観
点
か
ら
の
み
理
解
し
よ
う
と
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
る
点
で
あ
る
。
様
工
の
「
長
」
の
一
人
で
あ
る
羽
尺
臣
大
山
は
檜
皮
取
に
従
事
し
、
一
方
で
檜
皮
葺
を
も
行
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
両
者
の
間

に
分
業
が
成
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
ま
が
り
な
り
に
も
手
工
業
と
と
ら
え
え
て
も
、
前
者
は
　
「
手
工
業
生
産
と
は
評
価
し
難

　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
」
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
岡
藤
氏
も
「
濫
読
採
取
な
ど
の
足
庭
よ
り
は
な
れ
た
作
業
で
あ
る
夫
的
部
門
で
は
、
浅
香
氏
指
摘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

長
の
行
動
は
あ
り
得
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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奈
良
時
代
の
造
東
大
寺
司
造
営
関
係
文
書
で
は
、
山
作
所
で
伐
木
を
行
な
う
も
の
も
、
足
庭
で
建
築
に
携
わ
る
も
の
も
、
と
も
に
「
木
工
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
両
過
程
に
実
際
に
従
事
す
る
工
人
が
い
た
こ
と
な
ど
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伐
木
と
建
築
は
性
格

翁
瞭
に
異
な
り
・
伐
木
は
「
採
取
肇
」
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
如
山
窟
所
の
様
杢
は
・
そ
の
伐
木
に
の
み
関
わ
・
た
・
一
方
・
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

良
時
代
に
は
す
で
に
「
杣
人
」
と
い
う
称
呼
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
杣
人
」
と
い
う
語
の
存
在
は
、
そ
れ
自
体
、
伐
木
に
主
と

し
て
関
わ
る
生
産
老
の
存
在
を
暗
示
す
る
が
、
近
作
所
周
辺
に
存
在
し
伐
木
に
の
み
従
っ
た
様
木
工
は
、
　
「
杣
人
」
の
側
面
を
充
分
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
⑫

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
山
王
所
の
様
木
工
は
「
木
工
」
と
し
て
よ
り
は
、
　
「
杣
人
」
と
し
て
理
解
す
る
方
が
妥
当
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
木
工
に
つ
い
て
は
様
檜
皮
重
工
ほ
ど
に
も
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
乗
米
折
汚
な
し
の
立
米
が
支
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
様
熱
感
葺
工
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
浅
香
氏
は
、
単
功
数
が
変
更
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
功
銭
総
額
が
同
一
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
よ
り
、
当
初
の
契
約
の
存
在
を
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
存
は
し
な
い
が
、
手
実
も
本
来
は
畑
作
所
に
提
出
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
⑭

可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
様
木
工
の
雇
傭
形
態
は
、
様
檜
皮
石
工
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
田
上
山
作
所
正
月
告
朔
解
の
み
で
は
あ
る
が
、
様
木
工
の
作
材
五
二
物
が
、
司
木
工
・
雇
木
工
の
作
物
と
は
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
括
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
「
ひ
と
つ
の
集
団
と
し
て
作
材
に
し
た
が
っ
た
」
こ
と
を
示
し
、
か
よ
う
な
記

藻
式
に
様
杢
に
よ
る
伐
木
請
負
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
と
こ
ろ
で
山
元
所
で
は
、
木
工
長
上
が
木
工
に
作
物
を
「
教
廻
」
し
、
領
が
木
工
・
役
夫
を
「
催
事
」
し
て
い
た
。
木
工
長
上
は
短
期
間
で

請
作
所
か
ら
姿
を
消
す
の
で
、
様
木
工
を
含
め
た
木
工
の
日
常
的
な
管
理
者
は
「
将
領
」
で
あ
っ
た
。
問
題
は
将
領
に
よ
る
管
理
・
監
督
の
具

体
的
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
様
木
工
に
と
っ
て
伐
木
の
遂
行
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
領
は
山
作
所
で
伐
木
・
出
納
・
運

撮
に
わ
た
る
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
か
ら
、
様
木
工
の
伐
木
過
程
に
つ
き
っ
き
り
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
様
木
工
が
「
請
負
」

を
行
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
み
て
、
伐
木
中
に
は
領
の
介
入
を
受
け
ず
、
あ
ら
か
じ
め
指
示
を
受
け
そ
れ
に
従
っ
て
伐
木
し
、
引
き
渡
す
際
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に
検
査
を
受
け
た
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
伐
木
過
程
外
の
領
に
体
現
さ
れ
る
造
東
大
寺
司
の
強
制
は
、
さ
ほ
ど
強
大
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

＜表7＞①

伍B鋤
翌
催【
悸

A
領
事
雨間期山作所

2．77407147甲賀豊作所｝天平宝字5年12月22日～6年正月14日

4．36

7．68

8，66

7．54

1．83

6年正月16日～30日

　　2月1日～30日

72

91

314

699

3月1日～25日

3月25日～5月18日

98

106

849

799

5年12月・4日～6年8月5日1 2．587 4，727．5

田上山作所

庭足

①　福04B言命文葬付表第24褒，各山f三所審朔解による。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
、
山
男
所
が
造
東
大

寺
司
の
出
先
機
関
で
あ
る
造
石
山
寺
所
の
、
そ
の
ま
た
山
中
の
出
張
所
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
的
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
足
庭
と
山
作
所
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
か
り
に
監
督
側
と
し
て
将
領

・
司
工
を
一
括
し
、
管
理
さ
れ
る
側
と
し
て
雇
工
・
仕
丁
・
雇
夫
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
対
比
さ

せ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
〈
表
7
＞

　
こ
の
分
類
は
あ
ま
り
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
、
山
幸
所
で
の
管
理
・
統
制
は
足
庭
に
比
し
て

弱
か
っ
た
と
い
っ
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
隷
属
的
な
仕
丁

な
ど
に
と
っ
て
搾
取
が
軽
い
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
　
「
自
立
」
性
の
強
い
様
工

に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
よ
り
多
く
の
私
富
蓄
積
が
可
能
な
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
造
石
山
寺
所
の
様
工
・
様
夫
は
比
較
的
長
期
に
わ
た
り
雇
傭
さ
れ
て
い
る
。
力
部

広
幅
呂
は
三
月
上
旬
お
よ
び
四
月
の
全
期
聞
に
わ
た
り
、
羽
栗
大
山
は
三
月
中
旬
か
ら
四
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
か
け
て
造
営
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
山
脚
所
、
と
り
わ
け
田
上
山
作
所
の

様
木
工
も
や
は
り
長
期
に
わ
た
り
雇
傭
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
単
｝
集
団
の

継
続
的
な
就
労
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
充
分
可
能
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
田
上
山
作
所
の
場
合
、
ニ
カ
月
程
度
は
雇
傭
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
長
期
雇
傭
は
、
造
東
大
寺
司
の
強
制
が
あ
ま
り
作
用
し
な
い
も
と
で
行
な
わ
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
雇
傭
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
様
工
集
団
の
「
長
」
の
私
謁
蓄
積
が
可
能
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
一
応
お
く
と
し
て
、
そ
こ
に
は
「
長
」
の
積
極
的
な
意
志
が
働
い
た
も
の
と
見
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
と
こ
ろ
で
田
上
山
作
所
の
伐
木
期
間
、
す
な
わ
ち
正
月
中
旬
～
四
月
と
い
う
時
期
は
、
様
木
工
の
農
業
生
産
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
に
際
し

て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
正
月
～
四
月
と
い
う
時
期
は
、
田
打
ち
・
田
植
と
重
要
な
農
業
労
働
が
連
続
し
、
　
「
荒
田
打
ち
」
に
は
平
安
中
期
の
場

合
・
「
正
月
か
ら
四
月
ま
で
足
か
け
三
ヵ
月
」
を
要
し
た
と
さ
れ
て
い
物
・
田
打
ち
が
終
わ
る
と
・
次
は
四
月
か
ら
吾
中
旬
に
か
け
て
田
植

　
　
　
　
　
⑫

が
行
な
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
は
大
量
の
労
働
力
を
集
中
的
に
必
要
と
し
、
農
業
生
産
者
に
と
っ
て
は
重
要
き
わ
ま
り
な
い
は
ず
で
あ

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
田
上
山
の
様
木
工
は
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
に
「
積
極
的
な
意
志
」
を
も
っ
て
伐
木
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
み
ず
か
ら
の
生
産
基
盤
を
伐
木
に
置
い
て
い
た
こ
と
を
、
端
的
に
示
す
も
の
と
考
え
る
。

　
つ
ま
り
、
造
東
大
寺
司
夏
作
所
の
も
と
で
伐
木
に
従
事
し
た
様
木
工
と
は
、
造
東
大
寺
司
に
直
接
に
は
組
織
さ
れ
ず
、
本
来
山
冠
所
（
杣
）

周
辺
に
存
在
し
、
伐
木
を
主
た
る
生
業
と
し
て
い
た
「
杣
人
」
集
団
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
は
甲
賀
山
と
田

上
山
の
二
個
所
に
見
い
出
さ
れ
る
以
上
、
か
な
り
一
般
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
次
に
、
様
木
工
と
、
伐
木
の
た
め
に
最
も
基
本
的
な
労
働
手
段
で
あ
る
斧
と
の
関
係
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
山
作
所
に
雇
傭

さ
れ
て
い
た
期
間
か
ら
検
討
し
よ
う
。
田
中
仁
氏
は
賦
役
令
丁
匠
悪
役
条
、
同
条
集
解
諸
説
な
ど
に
よ
り
コ
羅
傭
工
匠
は
作
具
を
自
走
し
て
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

番
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
問
題
を
こ
こ
で
は
や
や
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
田
上
山
で
は
山
入
り
と
相
前
後
し
て
、
造
磯
回
寺
司
鉄
工
物
部
根
笠
呂
に
よ
り
錺
五
口
・
鋳
一
口
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
毎
月
の
臓
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

山
作
所
告
朔
解
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
、
山
作
所
が
管
理
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
錺
」
と
は
「
お
の
」
・
「
よ
き
」
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
伐
木
」
手
段
で
あ
り
、
　
「
鋳
」
は
「
た
つ
き
」
で
「
広
刃
斧
」
と
い
わ
れ
る
「
製
材
」
用
具
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
田
上
山
で
は
最
初
逸
名
か
の
司
木
工
が
伐
木
に
携
わ
っ
た
が
、
平
庭
で
の
作
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
彼
ら
は
呼
び
戻
さ
れ
て

　
　
㊧

い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
二
月
四
日
造
石
山
寺
所
符
は
「
彼
在
木
工
、
平
準
刃
器
、
今
日
華
甲
進
上
之
」
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う

「
木
工
」
と
は
、
二
月
告
朔
解
で
は
正
月
に
比
し
司
木
工
が
減
少
す
る
の
で
、
司
木
工
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
刃
器
と
は
「
平
手
鋒
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勲
等
」
、
す
な
わ
ち
斧
類
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
作
所
保
管
の
斧
類
が
司
木
工
用
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
斧
が
一

本
減
る
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
司
木
工
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
四
月
告
朔
解
の
期
間
に
も
「
鐸
五
口
・
鋳
一
口
」
は
山
野
所
が
管
理
し
て
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
司
木
工
専
用
の
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
様
木
工
・
雇
木
工
も
こ
れ
ら
を
使
用
し
た
と
考
え
た
方
が

理
解
し
や
す
い
。

　
で
は
彼
ら
は
自
分
の
斧
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
や
は
り
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
ま
ず
六

本
の
斧
で
は
様
木
工
・
雇
木
工
に
対
し
て
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
鋳
が
一
本
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
こ
れ
は
、

様
木
工
・
雇
木
工
が
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
斧
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
当
時
の
斧
の
価
格
で
あ
る
。
斧
の
購
入
例
は
、
原
島
礼
二
氏

も
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
二
例
し
か
確
認
で
き
な
い
。
し
か
も
〈
表
9
＞
に
あ

げ
た
う
ち
の
「
横
斧
」
と
は
普
通
の
斧
と
は
別
な
種
類
の
も
の
ら
し
晦
・
こ

の
よ
う
に
や
や
不
定
な
要
素
も
あ
る
が
、
様
木
工
に
と
っ
て
入
手
し
が
た
い

価
格
で
は
な
い
と
思
わ
れ
如
・

　
た
だ
様
木
工
が
斧
を
所
有
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
個
個
の
構
成
員
そ
れ

ぞ
れ
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
長
」
の
私
有
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が

　
　
　
　
　
⑬

穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
彼
ら
は
「
長
」
私
特
の
も
の
の
み
を
使
用
せ
ず
、
山
作
所
の

斧
で
伐
木
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
上
作
所
の
斧
が
造
東
大

寺
司
に
よ
っ
て
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
造
東
大
寺
司
の
斧
は
「
長
」
私
有
の
も
の
よ
り
優
秀
で
あ

く蓑8＞　田上山作所の様木工・雇木工

期 間

．薫鷲完黙塑三『翫『？『．．

　　　　　　2月1日～30目

　　　　　　3月1日～25日

　　　　　　・月25・一・脚6’1’

総藻日平均①
．．1．？1．．．1．．．．．．．e．・．gz．．

lss　i　6．27

．：璽［1「1騒ll

・ggい・54

①　木工総数を期間でわった数字である。ただし全期間，

　毎日伐木したとは考えがたいので，実際にはもう少し

　多いはずである。
②　伐木は5月1日で終了した。r大目古』15－198，註

　⑳参照。

＜表9＞　斧の購入例

種測価剰時 馴蜥1出 典

鞍鰍一互里！　・　　・　　〃
横斧・・1・・文騨宝字・年飾嗣・大晦・1”：5V’

一画・束｛天平勝宝酬越前・1・大・古・4漁u
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つ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
に
か
な
り
「
自
立
」
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
様
木
工
が
、
造
東
大
寺
司
に
雇
傭
さ
れ
て
い
く
理
由
の
一
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
造
東
大
寺
司
山
作
所
の
内
部
構
造
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
後
に
、
造
東
大
寺
司
す
ら
独
自
の
伐
木
装
置
を
保
有
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
の
み
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
例
は
国
家
機
関
に
よ
る
分
割
で
あ
り
、
律
令
貴
族
・
土
豪
に
よ
る
「
私
的
」
な
領
有
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
次
に
、

こ
こ
で
抽
出
さ
れ
た
「
自
立
」
的
な
「
杣
人
」
を
媒
介
と
し
て
、
本
稿
の
課
題
に
よ
り
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
　
様
工
に
ふ
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
も
の
の
他
に
、
竹
内
理

　
三
『
日
本
上
代
寺
院
経
済
…
史
の
研
究
踊
第
一
篇
・
～
九
～
二
四
、
福
山
B
論
文
、
河

　
本
敦
夫
『
霊
亀
芸
術
の
劒
造
力
』
第
一
　
章
第
六
節
・
一
九
四
九
、
直
木
孝
次
郎

　
「
様
工
に
闘
す
る
一
考
察
」
（
『
奈
良
時
代
史
の
諸
課
題
』
、
一
九
六
八
）
、
岡
藤
良

　
敬
「
造
石
山
寺
所
に
お
け
る
土
工
の
就
労
形
態
」
（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
六
一

　
二
。
三
）
、
な
ど
が
あ
る
。

②
　
　
「
請
負
制
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
村
研
「
中
世
手
工
業
の
二
・
三

　
の
問
題
」
　
（
『
史
林
』
四
五
…
四
）
、
参
照
。

⑧
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
は
「
様
工
集
団
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
浅
香
年
木

　
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
」
　
（
前
掲
）
。

④
　
浅
香
年
木
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
」
　
（
前
掲
）
。

⑤
　
岡
藤
良
敬
「
様
お
よ
び
様
槍
皮
葺
工
」
　
（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
⊥
　
一
）
。

⑥
福
山
B
論
文
、
五
一
D
1
1
、
E
1
2
。

⑦
圧
出
年
木
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
扁
（
前
掲
）
。

⑧
岡
藤
良
敬
「
様
お
よ
び
様
袷
…
皮
葺
工
」
（
前
掲
）
。

⑨
福
山
B
論
文
、
五
一
C
。

⑩
林
業
経
済
学
で
は
、
石
渡
貞
雄
氏
が
「
採
取
乃
至
伐
出
業
は
、
農
業
で
は
な
い
。

　
鉱
業
に
お
け
る
採
取
産
業
と
経
済
的
に
は
岡
一
範
躊
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
し

　
て
「
農
業
に
非
ざ
る
林
業
」
を
復
権
さ
れ
て
以
来
（
『
林
業
地
代
論
恥
、
一
九
五
二
）
、

　
「
原
始
林
、
天
然
林
を
採
取
す
る
採
取
林
業
と
、
人
工
的
に
林
木
を
育
成
し
、
こ

　
れ
を
採
取
す
る
育
成
林
業
の
二
区
分
」
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
鈴
木
尚

　
夫
『
林
業
経
済
論
序
説
臨
、
一
九
七
一
）
。

⑬
　
　
『
大
日
古
』
三
一
三
七
九
、
に
「
杣
人
大
立
」
と
い
う
人
物
が
見
え
る
。
他

　
の
一
例
は
「
真
木
柱
つ
く
る
杣
人
い
さ
さ
め
に
仮
寧
の
た
め
と
造
り
け
め
や
も
」

　
（
『
萬
葉
集
臨
巻
七
1
＝
二
五
五
）
。

⑫
中
世
に
お
け
る
様
相
に
つ
い
て
は
、
大
河
直
躬
『
番
匠
』
第
九
章
・
一
九
七
一
、

　
参
照
。
身
分
と
流
会
的
分
業
の
闘
連
に
つ
い
て
は
、
黒
田
俊
雄
「
中
世
の
身
分
制

　
と
卑
賎
観
念
」
（
『
日
本
中
蝕
の
国
家
と
宗
教
』
、
一
九
七
五
）
。

　
　
な
お
、
村
尾
次
郎
氏
が
か
よ
う
な
観
点
か
ら
黒
作
所
を
概
観
さ
れ
て
い
る
、

　
『
律
令
財
政
史
の
研
究
』
増
訂
版
・
第
二
章
第
三
節
第
二
項
、
　
一
九
六
四
。

⑬
浅
香
年
木
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
」
（
前
掲
）
。

⑭
様
木
工
は
山
作
所
に
雇
傭
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
手
実
は
当
然
山
作
所
に
提
出
さ

　
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
甲
賀
山
作
所
・
田
上
山
作
所
か
ら
は
造
石
山
寺
所

　
へ
多
数
解
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
（
た
と
え
ば
『
大
碍
古
流
五
一
一
二
、
十
五

　
－
一
五
九
）
、
そ
れ
の
現
存
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
四
通
で
あ
る
（
『
大
日
古
』
五

　
一
六
六
、
十
五
－
三
七
七
～
八
、
四
五
四
～
五
、
二
十
五
－
三
三
三
～
四
）
。
　
つ
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ま
り
、
様
木
工
手
実
が
山
作
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
他
の
多
く
の
由

　
作
難
解
と
と
も
に
現
存
し
な
い
運
命
と
な
っ
た
可
能
性
が
多
い
。

⑮
田
上
山
作
所
告
朔
解
、
『
大
日
古
』
五
－
七
八
～
八
○
。
他
の
告
朔
解
の
場
合
、

　
作
材
を
種
類
ご
と
に
一
括
し
て
記
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
記
載
方
法
の
た
め
表

　
面
に
現
わ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑯
岡
藤
良
敬
「
様
木
工
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。

⑰
　
田
上
山
作
所
告
朔
解
、
『
大
B
古
』
五
一
八
三
。
岸
俊
男
「
但
波
吉
備
…
麻
呂
の

　
計
帳
手
沢
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
、
一
九
七
三
）
A
・
1
両

　
断
簡
裂
文
書
。

⑱
岡
藤
良
敬
「
八
世
紀
中
葉
寺
院
造
営
労
働
力
の
叢
乃
察
」
（
前
掲
）
。

⑲
福
山
B
論
文
、
五
I
D
－
1
、
E
1
2
。

⑳
　
田
上
由
作
所
四
月
着
朔
解
は
五
月
十
八
瞬
に
及
ん
で
い
る
が
、
五
月
一
日
造
石

　
山
寺
所
由
案
（
『
大
日
古
』
十
五
－
一
九
八
）
は
無
作
所
に
作
物
を
傳
止
し
、
「
更

　
勿
浮
心
役
」
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
た
え
て
雇
傭
す
る
な
」
と
い
う
意
で
あ

　
り
、
こ
れ
以
後
は
由
作
所
へ
伐
木
指
示
が
嵐
さ
れ
て
い
な
い
。

⑳
　
戸
田
芳
実
二
〇
～
…
三
世
紀
の
農
業
労
働
と
村
落
」
（
『
中
世
社
会
の
成
立
と

　
展
開
眠
、
一
九
七
六
）
。
律
令
制
下
の
嗣
様
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
荒
木
敏
夫
「
8

　
・
9
世
紀
の
在
地
社
会
の
構
造
と
人
罠
」
　
（
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
『
世
界
史
に

　
お
け
る
畏
族
と
民
主
主
義
』
）
、
古
代
で
も
「
か
た
あ
ら
し
」
が
問
題
に
な
る
こ
と

　
に
つ
い
て
は
、
吉
田
孝
「
律
令
制
と
村
落
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
・
古
代
3
』
、

　
一
九
七
山
ハ
）
　
参
照
。

⑫
　
宮
原
武
夫
「
春
夏
二
季
出
挙
の
意
義
」
　
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
農
民
』
、
　
九

　
七
三
）
。
近
江
蟹
で
は
「
多
作
早
田
」
と
い
う
の
で
（
『
北
山
抄
』
巻
十
）
、
田
植
は

　
四
月
に
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
な
お
浅
香
年
木
氏
は
、
造
石
山
寺
所
が
五
月
に
行
な
っ
た
作
業
中
止
に
つ
い
て

　
「
田
暇
と
の
麗
係
」
を
推
測
さ
れ
た
（
「
工
匠
給
免
田
の
形
成
過
程
」
『
日
本
古
代

　
手
工
業
史
の
研
究
』
、
一
九
七
一
）
が
、
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
た
。

⑯
　
甲
賀
出
作
所
で
天
平
宝
字
五
年
十
二
月
置
穴
年
正
月
に
わ
た
り
伐
木
に
従
事
し

　
た
様
木
工
に
は
、
甲
賀
叢
誌
所
三
月
・
四
月
欝
朔
解
で
功
銭
が
支
給
さ
れ
た
が
、

　
難
じ
期
間
に
は
田
上
山
で
様
木
工
が
麗
傭
さ
れ
て
お
り
、
も
し
同
一
集
団
で
あ
れ

　
ば
、
そ
ち
ら
で
功
銭
が
支
払
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
両
者
は
別
の
集
団

　
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
田
中
仁
「
石
山
寺
造
営
に
お
け
る
雁
傭
労
働
力
に
つ
い
て
」
　
（
前
掲
）
。

㊥
福
山
8
論
文
、
五
－
D
－
3
。

⑳
　
田
上
山
作
所
告
朔
解
、
『
火
日
古
』
五
－
一
二
四
、
＝
ハ
○
、
十
五
一
四
六
五
。

⑳
　
中
村
雄
三
『
増
訂
図
説
日
本
木
工
具
史
隔
第
2
章
窮
9
節
・
一
九
七
四
、
村
松

　
貞
次
郎
『
大
工
道
具
の
歴
史
』
第
四
章
・
一
九
七
三
。

　
　
当
時
は
縦
挽
ノ
コ
が
な
く
、
「
オ
ノ
や
ク
サ
ビ
や
割
り
ノ
ミ
を
使
っ
て
木
を
割

　
り
、
そ
れ
を
チ
ョ
ウ
ナ
や
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
で
仕
上
げ
た
」
　
（
村
松
貞
次
郎
『
大
工
道

　
具
の
歴
史
』
前
掲
・
第
二
章
、
大
河
蔵
躬
『
番
匠
』
前
掲
、
中
村
雄
三
『
増
訂
図

　
説
日
本
木
工
詠
史
』
前
掲
）
。
こ
の
う
ち
山
作
所
で
は
、
チ
ョ
ウ
ナ
か
ら
前
の
作

　
業
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
伐
木
」
・
「
製
材
」
方
法
に
つ
い
て
は
、
日

　
本
学
士
院
編
『
明
治
前
臼
ホ
林
業
技
術
発
達
史
』
　
「
山
林
の
利
用
」
四
1
∩
▽
一

　
九
五
九
、
に
説
明
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑱
　
天
平
密
藷
字
｛
ハ
年
二
月
四
［
日
咄
迫
石
山
出
戸
所
備
付
案
、
　
『
大
日
古
』
十
五
一
一
四
九
。

　
同
三
月
廿
一
臼
造
石
山
寺
山
亭
案
、
『
大
日
古
』
十
五
－
一
七
一
受
二
。
同
三
月

　
造
石
山
寺
所
削
壁
、
『
大
闇
黒
』
十
五
一
…
七
三
～
四
。

⑳
　
　
『
大
日
古
』
五
－
九
三
、
二
十
五
一
六
八
。

⑳
　
原
島
礼
二
「
八
世
紀
に
お
け
る
鉄
の
所
有
と
流
通
」
（
『
日
本
古
代
社
会
の
基
礎

　
構
造
』
、
一
九
六
八
）
。

⑳
　
『
大
日
古
』
二
十
五
－
二
五
二
。
な
お
こ
の
「
造
唐
招
提
寺
用
度
帳
」
は
、
福

　
山
敏
男
「
唐
招
提
寺
用
度
帳
」
（
『
日
本
建
築
史
研
究
』
続
篇
、
一
九
七
一
）
に
よ

　
る
と
、
　
「
｝
応
延
暦
三
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
の
間
の
も
の
」
で
「
造
東
大
寺
司

　
と
は
関
係
の
な
い
人
の
手
に
な
っ
た
」
も
の
で
あ
る
。
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⑫
　
鉄
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
積
極
的
・
肯
定
的
に
評
価
す
る
原
島

　
氏
に
批
判
が
出
て
い
る
。
伊
達
祥
子
「
律
令
鋤
社
会
に
お
け
る
鉄
鍬
の
生
産
と
流

　
通
に
つ
い
て
」
　
（
『
寧
楽
史
苑
翫
二
〇
）
、
田
中
揮
一
「
律
令
園
家
に
お
け
る
手
工

　
業
編
成
」
　
（
『
前
近
代
史
研
究
』
一
）
。
し
か
し
、
鉄
・
鍬
の
流
通
そ
の
も
の
ま
で

　
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑱
　
様
木
工
集
団
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、

　
と
そ
の
長
の
性
格
」
　
（
前
掲
）
参
照
。

浅
香
年
木
「
様
工
集
団

　
⇒
　
木
材
の
流
通
と
「
山
野
」
領
有

　
（
　
イ
、
木
材
の
流
通
形
態

　
亀
田
隆
之
民
は
、
奈
良
末
・
平
安
初
期
の
動
向
と
し
て
、
　
「
当
時
の
社
会
に
お
け
る
木
材
の
需
要
の
増
加
と
、
そ
れ
と
偉
い
応
ず
る
形
で
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

況
化
し
た
木
材
の
交
易
そ
し
て
そ
れ
を
前
提
に
し
た
伐
木
の
活
発
化
」
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
示
す
の
は
主
と
し
て
次
の
二
つ
の

太
政
宮
符
で
あ
る
。

　
㈹
　
…
…
大
和
摂
津
山
城
伊
賀
近
江
丹
波
播
磨
等
国
、
公
私
交
易
之
榑
、
多
感
レ
違
レ
法
、
徒
費
一
一
其
価
↓
不
レ
中
＝
支
用
田
此
則
中
播
＝
好
心
↓
詐
コ
偽
公
私
↓
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
仰
轟
所
レ
出
圏
ハ
長
一
丈
二
尺
、
広
六
寸
、
厚
四
寸
令
レ
作
…
…

　
⑥
　
…
…
頃
年
之
間
、
百
姓
売
買
件
二
色
材
、
並
短
薄
中
篇
レ
便
昌
製
作
嚇
宜
仰
昌
所
レ
出
国
↓
自
今
以
後
、
長
者
檸
鞍
鼻
内
必
得
一
一
三
聖
論
者
歩
板
二
寸
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
已
上
、
簑
子
方
四
寸
作
令
二
売
買
↓
左
右
京
職
膀
コ
示
街
衙
一
厳
加
昌
禁
断
｝
…
…

　
こ
の
太
政
官
符
は
、
従
来
展
開
し
て
い
る
樽
・
歩
板
・
簑
子
の
流
通
に
対
す
る
統
制
強
化
策
で
あ
る
。
㈲
で
は
「
交
易
」
の
舞
台
が
「
大
和

摂
津
山
城
伊
賀
近
江
丹
波
播
磨
等
国
」
と
さ
れ
て
い
る
。
木
材
の
需
要
地
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
大
和
・
摂
津
・
山
城
を
除
い
た
伊
賀
・
近
江

・
丹
波
・
播
磨
が
、
主
と
し
て
「
所
レ
出
国
」
1
1
生
産
地
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
に
対
し
て
は
、
貞
観
年
間
に
も
同
様
の
太
政
官
符
が

　
　
　
　
　
④

下
さ
れ
て
お
り
、
九
世
紀
を
通
じ
て
主
た
る
木
材
生
産
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
さ
き
に
論
じ
た
杣
（
山
作
所
）
の
分
布
を
想
起
し
た
い
・
そ
れ
は
伊
賀
・
近
江
舟
波
●
播
磨
・
大
和
で
あ
・
輸
・
延
暦
期
の
太
政

官
符
に
い
う
「
所
レ
出
国
」
と
面
作
所
の
分
布
は
完
全
に
一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
必
然
的
な
も
の
と
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
杣
の
所
在
地
に
は
、
「
自
立
」
的
な
「
杣
人
」
（
様
木
工
）
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
木
材
が
活
発
に
生
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産
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
⑥
に
左
右
京
職
が
と
く
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
所
レ
出
国
」
が
主
と
し
て
畿
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

周
辺
河
川
沿
岸
で
あ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
そ
こ
で
の
木
材
生
産
が
都
城
の
需
要
と
相
学
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

　
そ
れ
で
は
奈
良
時
代
に
は
、
事
態
は
い
か
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
太
政
官
政
府
が
直
接
木
材
を
必
要
と
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
入
手
し
た
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
考
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

中
央
財
政
の
主
た
る
財
源
は
調
庸
・
交
易
雑
物
で
あ
る
が
、
そ
の
品
目
に
木
材
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
て
い
た
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
、
そ
れ
は
形
式
的
に
は
二
形
態
に
分
類
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
の
形
態
は
、
太
政
官
が
国
衙
に
指
示
し
て
木
材
を
貢
納
さ
せ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
㈱
延
暦
三
年
七
月
、
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
三
国
に
造
山
窟
橋
米
材
を
進
め
さ
せ
た
こ
と
、
㈲
天
長
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
、
左
右
京
戸
に
東
西
堀
河
杭
料
檜
柱
を
課
し
た
こ
と
、
⑥
貞
観
十
八
年
十
一
月
、
近
江
国
が
大
極
殿
材
を
採
り
進
め
て
い
る
こ
と
、
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
う
ち
ま
ず
㈲
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
事
の
系
譜
を
引
く
と
思
わ
れ
る
延
喜
式
雑
式
宇
治
山
洋
弓
条
に
は
「
以
二
正
税
一
充
レ
料
、
毎
年
採

送
」
と
あ
り
、
こ
の
内
容
は
雇
傭
に
よ
る
伐
木
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
㈲
は
京
戸
み
ず
か
ら
伐
木
し
た
と
す
る
よ
り
、
購
入
し
た
も
の
を
貢

納
し
た
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ゆ
の
場
舎
、
国
衙
以
下
の
実
栢
は
不
明
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
形
態
は
、
営
繕
官
司
で
あ
る
木
工
寮
や
造
寺
司
が
直
接
伐
木
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
㈹
貞
観
八
年
六
月
、
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

工
寮
の
「
史
生
長
上
将
領
等
」
が
近
江
・
丹
波
に
向
か
い
、
応
天
門
・
東
西
縷
料
材
を
採
っ
た
こ
と
、
㈹
貞
観
十
八
年
四
月
、
木
工
寮
官
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

紀
伊
に
遣
わ
し
、
大
極
殿
料
材
を
採
る
山
を
占
め
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
q
う
前
項
で
分
析
し
た
造
東
大
寺
司
転
作
所
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
場
合
も
伐
木
労
働
力
の
形
態
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
ω
に
つ
い
て
は
様
木
工
に
依
存
す
る
こ
と
が
確
認
ず
み
で
あ
る
。
ま
た
㈲
の
近
江

・
丹
波
は
㈲
と
と
も
に
「
杣
人
」
の
存
在
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

　
史
料
が
延
暦
期
以
降
に
偏
し
て
い
る
た
め
、
問
題
の
奈
良
時
代
の
様
相
が
つ
か
み
に
く
い
が
、
ω
が
「
上
代
官
庁
の
用
ひ
た
労
働
力
の
い
は
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⑮

ば
経
常
費
」
を
示
す
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
太

政
宮
政
府
が
必
要
と
す
る
伐
木
労
働
力
は
、
　
「
様
木

工
」
的
形
態
を
第
一
義
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
に
否
定
的
な
史
料
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
山
斗
所
を
設
置
し
、
公
権
力
み
ず
か
ら

伐
木
し
た
揚
合
で
も
、
一
方
で
は
木
材
を
購
入
す
る

の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
造
営
材
の
構
成
が
判
明
す
る

例
で
は
、
浄
土
院
造
営
に
際
し
て
顕
著
で
あ
り
、
石

山
寺
の
場
合
に
も
少
な
か
ら
ず
購
入
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
〈
表
1
0
＞

＜file＞

　浄土院造営①

地　点隈鷹繍）1買材
濫継所’1…4・（723）1…

欝欝作所●12・・3・（2・・3・）125・

醜砂川測 955

泉 津1 1，903

計
i　3，072（2，7s4）　1　3，30s

①　天平宝字4年12月30日造金堂所解によ
　る。

　　泉津から雇車で運ばれたものが5，840
　物で，掌中では歩板・笹子の一部が売却

　された。

　　なお，この他に生馬鷹山で垣料架2，305

　枝を購入している。

石山寺造蛍①

地　点擁　材買材
阯雌酬　・，・22

鞍畔所1 253

離妙川副 682

①　秋期告朔解による。ただし，山蛭所内
　係のもののみ掲示した。この他に黒木・

　檜榑708物（「採！と記す），歩板6枚（購

　入）がある。

公
権
力
が
寺
院
を
造
営
す
る
場
合
、
両
形
態
で
の
木
材
入
手
が
併
存
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

（378） 64

　
つ
ぎ
に
奈
良
時
代
の
木
材
購
入
例
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。
　
〈
表
1
1
＞
は
、
そ
の
一
覧
で
あ
る
。
ま
ず
木
材
の
種
類
に
注
意
し
ょ
う
。
浄

土
院
・
石
山
寺
造
営
の
場
合
を
始
め
と
し
て
、
榑
・
歩
板
・
餐
子
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
実
は
こ
の
三
種
こ
そ
、
延
暦
期
の
太
政
官

符
（
F
・
G
）
が
品
質
不
良
を
糾
弾
し
、
一
定
の
規
格
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
種
は
す
で
に
奈
良
時
代
か

ら
最
も
広
範
に
流
通
し
て
い
た
木
材
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
奈
良
時
代
に
流
通
し
て
い
た
榑
・
歩
板
・
簑
子
は
、
ほ
ぼ
一
定
し
た
規
格
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
購
入
例
の
う
ち
に
は
大
き
さ
が
判
明
す
る
も

の
が
四
例
あ
る
が
、
そ
れ
を
㈲
・
㈲
が
指
定
し
た
規
格
と
合
わ
せ
表
示
す
る
と
く
表
1
2
＞
の
よ
う
で
あ
る
。
僅
か
な
例
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

両
者
は
一
致
し
、
㈹
・
㈹
の
指
定
し
た
規
格
が
奈
良
時
代
の
標
準
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ま
た
こ
の
三
種
は
石
山
寺
造
営
の
場
合
、
項
末
な
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
山
事
所
を
設
置
し
た
場
合
で
も
、
購
入
で
す
ま
し
う
る
榑



奈良時代「山野」領有の考察（西山）

〈表11＞木材購入例一覧①

時期・事例

天平5年
　興福寺西金堂造営

天平11年
　東院写一一切経所②

天平20年前後
　金光明寺写経所③

材種

檜久礼

波多板

柱

笹　　子

檜久礼

歩　　板
（二寸半板）

板
継
親

歩
檜
粉

数量

740

540

10

ρ
0
4
0
1
0
0
0

工
　

4
2
7
4
5
4
7
0

　
1
2

闘

1
0
0

1
1
0
02
0
2
4
F
O
6
丞
直

1
2
2
2
1
1
Q
り

5
Q
ゾ
8

6
2
2

購入場所

泉

〃
〃

津

泉

〃
ク
〃
〃
〃
〃

津

泉

〃
ク

津

用　　途・出　　典

経堂南北庇二間，竈堅一間，圃一間

r大日古』2－154～5，7－263，2－
171一“2，　2－172A”3，　7－171”w2，

7－227－8

造紙屋料

r大日古』10－308

天平宝字2年 睦倒 24　11・1不 明1　r…（H古』・4一…一…

天平宝字3年・4年
　法華寺阿弥陀浄土
　院造営

歩　　板

贅　　子

椙　　榑

檜　　榑

五六寸桁

波多雄
松　　柱

比蘇木

簑　　子

歩　　板

槍　　榑

椙　　榑

扇

飛　　炎

椙　　榑

7
4
6
2
7
5
8
7
0
3
3
9
6
6

5
4
1
3
9
4
1
3
1
　
4
　
8

1
　

6
1
4
　
　
2

8
7
5
4
0
9
6
5
8
0
0
9
8
7

7
7
3
3
2
1
1
1
1
6
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

1001　30

1001　43

工00　　　8

15ei　le

14

13

11

17

84e

60

110

96

12

11

　5

　4

泉

ク
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク
〃
〃
〃

津

伊賀山月津

　　！1

丹波山川津

　　ク

高嶋山少川津

ク
〃
〃
〃
ク

垣画架1醐・1正馬馴
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天平宝字4年
　造東大寺司写経所 椙樹…

椙　　榑

歩　　板

400

100

・琳

16

60

！！

！1

経師等宿所井食宿板麗璽葺料，
r大日古』14－386

大炊笄厨混麗等葺塑料，r大日古』
14　一　389－v90

経師等宿所可敷歩板，r大日古』
工4－390～1

天平宝字・年（1）1歩板1・4i　571不 明｝・大・古・・5－35・一・

天平宝字6年
　石山寺造営

天平宝字6年
　造東大寺司写経所

橿　　搏

歩　　板

　再

話　　一

歩　　板

波多板
橿　　縛

125

80

0
0
1

1

6
戸
0
1
1100
100

682＠

　6

0
7
・
1
4

2
0
1
0

　
1
100

55

伊賀　山
　　！1

高嶋　郡
　　ク

高嶋山少川津

不　　　明

；泉

ク

津

経堂井経師房旺盛殿料，r大目古』
5－66，　15－263

r大日古』4－534，15－343～4

『大日古』　16－2e2，　214（秋共月告朔
解）

紙打中，作机料

『大日古』16－112～3，126，127，379

①　この他にも材の購入を示すものがあるが，数量・単価を記さないので省略する。興福寺西金

　堂，法華寺阿弥陀浄土院，石山寺の造営については，それぞれ，福由敏男「奈良時代に於ける

　興福寺西金堂の造営」，同「奈良時代に於ける法華寺の造営」，同「奈良時代に於ける石山寺の

　造営」（ともに『日本建築史の研究』，1943）参照。

②　山田英雄「東院写一切経所について」（『続日本紀研究』8－2，3）参照。

③　この前後の写経所についてはさしあたり，福山敏男「奈良朝に於ける写経所に関する研究」
　（『史学雑誌』43－12）参照。

④　話芸帳（『大臼古』15－260～289）によれば，1，597村である。

＜表12＞

　　　　　　　　　長　　　　　　広

鱒．盤，L・丈・尺1．9一．

1丈2尺已上

1丈3尺已下
…．匁墜当！．1．

：．：：．．一”．．．．．．．L

2丈5尺燈下

2丈已上

厚 出 典

．庶⊥．・．，許1　㈹

　　　　　　　『大日古』5－73

1尺3寸已下

1尺已上

L噛愈．L．．…．9．．．

L．？．，餅⊥憎憎ぞ翼

『大日古』15－343

「・丈・尺｝・尺・寸1♂魑’；］：’1’妖脳’16二…
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奈良時代「山野」領有の考察（西山）

・
歩
板
・
簑
子
な
ど
に
つ
い
て
は
、
流
通
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
さ
て
購
入
場
所
に
も
留
意
し
た
い
。
　
〈
表
1
1
＞
に
は
、
東
西
市
で
の
購
入
を
示
す
明
白
な
例
が
な
い
。
　
一
方
、
購
入
場
所
は
二
つ
に
大
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
伊
賀
山
川
津
・
丹
波
山
川
津
・
高
嶋
山
少
川
津
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
造
東
大
寺
司
山
作
所
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で

　
⑳
あ
る
。
そ
れ
に
等
し
写
経
所
関
係
、
つ
ま
り
平
城
京
か
ら
小
規
模
な
購
入
を
行
な
う
場
合
、
も
し
く
は
、
浄
土
院
の
よ
う
な
平
城
京
で
の
造
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

の
際
、
主
要
な
購
入
場
所
で
あ
っ
た
の
は
泉
津
で
あ
る
。
泉
津
に
は
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
西
大
寺
な
ど
の
諸
大
寺
、
あ
る
い
は
皇
后
宮
職
が
木

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

屋
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
城
京
で
の
公
的
な
需
要
の
主
た
る
供
給
地
は
泉
津
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

つ
ま
り
奈
良
時
代
に
は
、
木
材
と
い
う
物
資
へ
の
律
令
国
家
の
規
側
力
は
弱
く
、
公
権
力
す
ら
大
量
の
木
材
を
購
入
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

主
た
る
も
の
は
櫨
∵
歩
板
・
簑
子
で
あ
り
、
購
入
場
所
は
泉
津
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
以
上
の
こ
と
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
、
泉
津
が
木
材
の
流
通
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
す
伊
賀
・
近
江

・
丹
波
・
播
磨
に
は
、
　
「
杣
人
」
の
活
発
な
伐
木
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
で
分
析
し
た
様
木
工
薩
「
杣
人
」
の
姿
は
、
そ
の
よ

う
な
状
況
に
充
分
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
問
題
」
　
（
前
掲
）
。

②
　
瀟
m
聚
三
代
格
旧
、
砺
一
溜
胆
十
年
六
月
智
一
～
日
太
政
膏
喰
付
。

③
　
類
聚
三
代
格
、
延
暦
十
五
年
二
月
十
七
瞬
太
敗
官
符
。

④
　
歩
板
・
笹
子
・
楓
博
の
品
質
不
良
を
糾
弾
し
た
責
観
七
年
九
月
十
五
陛
太
政
官

　
符
（
類
聚
三
代
格
、
貞
観
十
年
三
月
十
日
太
政
官
符
所
引
）
は
「
弾
正
台
、
左
右

　
京
職
、
山
城
、
摂
津
、
伊
賀
、
近
江
、
丹
波
、
播
磨
等
国
」
に
下
さ
れ
た
も
の
で

　
あ
る
（
三
代
実
録
、
同
日
癸
巳
条
）
。

⑤
　
太
・
節
e
イ
、
参
照
。

⑥
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
」
（
『
史
林
』
五
五
一
四
）
、
狩
野
久
「
律

令
財
政
の
機
構
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
・
古
代
3
』
、
一
九
七
六
）
。
な
お
、
⑧

　
・
⑥
は
と
も
に
奈
良
時
代
（
ミ
ヤ
コ
を
平
城
京
に
お
い
て
い
た
時
期
）
の
も
の
で

　
は
な
い
が
、
平
城
京
・
長
岡
京
・
平
安
京
は
す
べ
て
厚
内
周
辺
河
川
と
有
機
的
に

　
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
、
ミ
ヤ
コ
の
位
置
は
桐
対
化
し
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑦
養
老
賦
役
轍
魚
絹
緬
条
、
諸
国
貢
献
物
条
、
土
毛
条
（
お
よ
び
復
原
し
う
る
大

　
宝
令
文
）
。
延
喜
式
畏
部
下
、
主
計
上
。
　
『
平
城
宮
木
簡
』
一
・
二
。
『
平
域
宮
田

　
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
。
『
藤
原
宮
跡
出
土

　
木
蒲
「
概
報
』
、
『
藤
原
宮
』
「
木
簡
釈
文
」
（
奈
幾
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

　
告
第
二
五
冊
）
。
『
飛
鳥
藤
原
富
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
・
二
。
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⑧
令
集
解
職
員
令
木
工
寮
条
。
な
お
、
長
山
泰
孝
「
木
工
寮
の
性
格
と
造
賞
事

　
　
業
」
　
（
『
律
令
負
担
体
系
の
研
究
』
、
一
九
七
六
）
参
照
。

　
⑨
続
日
本
紀
、
延
暦
三
年
七
月
癸
酉
条
。

　
⑩
続
日
本
後
紀
、
天
長
十
年
五
月
甲
適
々
。
な
お
、
延
喜
式
左
右
京
職
堀
川
杭
条

　
　
参
照
。

　
⑪
　
三
代
実
録
、
貞
観
十
八
年
十
一
月
九
日
垂
壷
中
。
貞
観
十
八
年
に
始
ま
る
大
極

　
　
殿
再
建
は
「
律
令
政
府
が
律
令
的
な
性
格
を
維
持
し
て
行
な
い
え
た
最
後
の
大
造

　
　
営
」
と
い
う
、
建
築
学
大
系
4
－
1
『
日
本
建
築
史
』
1
－
5
（
田
辺
泰
・
渡
辺

　
　
保
忠
氏
執
筆
）
、
一
九
穴
八
。

　
＠
　
宮
城
栄
昌
『
延
喜
式
の
研
究
』
史
料
篇
、
　
一
九
五
五
。

　
⑬
三
代
実
録
、
貞
観
八
年
六
月
三
日
粟
子
条
。

　
⑭
　
三
代
実
録
、
貞
観
十
八
年
四
月
廿
八
日
乙
亥
条
。

　
⑮
本
節
e
イ
。
な
お
園
衙
の
伐
木
労
働
力
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
営
繕
令
在
京
営

　
　
造
条
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
岸
俊
男
「
古
記
と

　
　
雑
衙
」
（
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
、
一
九
七
三
）
参
照
。

　
⑯
　
全
体
に
占
め
る
比
垂
は
不
明
で
あ
る
が
、
興
福
寺
西
金
裳
造
嘗
に
当
っ
て
も
、

　
　
檜
久
礼
・
波
多
板
を
大
量
に
購
入
し
て
い
る
（
表
1
1
）
。
な
お
西
隆
寺
跡
出
土
木
簡

　
ロ
、
下
級
官
人
の
伐
木
経
営

　
以
上
で
、

流
通
を
め
ざ
し
て
の
伐
木
の
様
相
を
、
一
応
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。

介
在
し
、

　
そ
れ
は
、
吉
田
孝
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
造
東
大
寺
司
主
典

　
　
　
　
　
　
　
②

実
を
提
示
さ
れ
た
。

　
天
平
宝
字
六
な
＋
二
日
月
、

　
に
よ
り
、
西
隆
寺
造
嘗
の
場
合
に
「
近
江
方
面
か
ら
建
築
材
を
入
手
し
て
い
た
」

　
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
、
　
『
西
海
寺
発
掘

　
調
査
報
告
』
。

⑰
と
く
に
榑
に
つ
い
て
は
、
こ
う
見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
木
材

　
の
運
漕
は
榑
に
換
算
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
が
（
た
と
え
ば
『
大
日
古
』
五
一
二

　
五
六
）
、
こ
れ
は
榑
が
一
定
し
た
材
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
定
規
格
へ
の
統
一
は
価
格
が
均
一
化
し
、
よ
り
流
通
に
適
す
る
こ
と
を
意
味
す

　
る
。

⑱
秋
期
告
朔
解
、
『
大
日
古
』
十
六
－
二
〇
囎
～
五
。
材
用
帳
、
『
大
日
古
』
十

　
五
1
　
二
山
ハ
五
～
七
四
。

⑲
延
喜
式
東
西
市
司
に
も
木
材
を
売
る
塵
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

⑳
本
節
e
イ
。

⑳
　
と
も
に
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
。

⑫
　
西
大
寺
資
財
流
記
帳
。

＠
　
鬼
頭
清
明
「
皇
后
宮
職
論
」
　
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
一
ご
　
冊
『
研

　
究
論
集
』
H
）
。

⑳
松
原
弘
宣
「
泉
木
屋
所
に
つ
い
て
」
　
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
八
六
）
。

　
造
東
大
寺
司
と
い
う
国
家
の
営
繕
機
関
に
よ
る
山
野
領
有
の
内
部
構
造
、
そ
し
て
愚
作
所
の
も
と
に
存
在
し
た
「
杣
人
」
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
以
上
の
状
況
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、
こ
の
霜
風
の
聞
に

最
も
中
心
的
な
役
割
を
担
・
た
と
考
え
ら
れ
る
造
寺
司
下
級
官
人
の
・
伐
木
と
の
関
わ
り
に
要
し
た
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
造
石
山
主
所
別
当
）
安
立
宿
禰
雄
足
の
例
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
つ
ぎ
の
事

高
嶋
山
彙
所
の
勝
屋
主
が
造
石
山
寺
所
に
送
っ
た
棉
樽
の
う
ち
二
〇
村
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

当
時
勢
多
に
あ
っ
た
ら
し
い
「
主
典
宅
」
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奈良時代「山野」領有の考察（西山）

　
　
　
　
　
　
　
④

に
収
納
さ
れ
た
（
α
）
。
つ
い
で
石
山
襟
造
営
が
終
了
し
た
同
年
八
月
、
造
営
同
材
が
泉
津
へ
廻
漕
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
久
礼
二
百
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

村
」
を
は
じ
め
と
す
る
雄
足
の
私
材
も
含
ま
れ
て
い
た
（
β
）
。

　
こ
の
二
例
は
断
片
的
な
事
実
を
示
す
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
造
石
山
寺
所
の
残
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
と
も
に
廻
漕
さ
れ
た
東
塔
所
の
橿
樽
六
〇
〇
村
が
泉
津
で
売
却
さ
れ
、
一
一
貫
四
〇
〇
文
程
度
の
利
益
を
得
た
こ
と
か
ら
、
吉
田
氏
は
鳶
足
の

白
材
も
地
域
間
価
格
差
を
利
用
し
た
売
却
を
目
的
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
風
足
の
「
勢
多
宅
」
は
「
木

材
等
の
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
の
血
汐
す
べ
き
摺
摘
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
安
都
雄
足
と
木
材
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
で
き
る
。

　
田
上
山
作
所
で
は
四
月
告
朔
解
の
期
間
に
檜
榑
二
一
村
を
作
恥
し
、
石
山
へ
運
漕
し
た
。
し
か
る
に
「
給
鋼
当
所
」
と
加
筆
さ
れ
、
角
材
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

運
材
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
（
γ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
工
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
銭
用
量
八
月
九
日
条
の
支
出
の
う
ち
、
二
三
二
文
は
「
自
主
典
却
来
工
芸
功
内
」
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
造
石
山
寺
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
銭
が
不
足
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
註
記
か
ら
雄
足
の
勢
多
宅
が
「
木
工
し
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
θ
）
。

　
安
都
雄
足
が
私
的
に
木
材
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
は
以
上
で
あ
る
が
、
α
・
β
・
γ
を
通
じ
て
榑
、
す
な
わ
ち
最
も
一
般
的
な
流
通

材
で
あ
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
入
手
先
を
明
示
す
る
α
・
γ
に
つ
い
て
は
、
造
東
大
寺
司
の
作
材
・
購
入
材
の
「
横
流
し
」
で
あ
り
、
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

令
宮
衙
財
政
に
「
従
属
」
し
た
形
態
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
θ
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
積
極
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
自
主
典
再
来
木
工
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
宅
」
は
貴
族
・
土
豪
の
「
交
易
や
営
田
の
拠

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

点
」
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
「
排
他
的
な
所
有
権
」
が
貫
徹
し
た
場
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
そ
の
「
宅
よ
り
来
た
れ
る
」
と
表
現
さ
れ
る
「
木

工
」
と
は
、
宅
所
有
の
主
体
、
こ
の
場
合
は
安
都
雄
足
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
み
な
す
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
鰐
足
の
宅
周
辺
に
「
木
工
」
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
が
「
木
材
等
の
交
易
の
拠
点
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
建
築
ば
か
り
で
な
く
、
伐
木
に
も
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
様
工
の
「
長
」
と
造
東
大
寺
司
下
級
官
人
と
の
間
に
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⑭

は
「
私
的
な
縁
故
関
係
」
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
多
く
の
「
杣
人
」
の
中
に
は
雄
足
と
結
合
・
癒
着
す
る
も
の
が
い
た
と
想
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
様
木
工
、
す
な
わ
ち
「
杣
人
」
が
斧
を
所
有
し
た
伐
木
集
団
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
が
、
彼
ら
は
造
東
大
寺
司
に
雇
傭
さ
れ

る
時
に
は
造
東
大
寺
司
の
斧
を
使
用
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
で
は
不
安
定
性
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
「
杣
人
」
が
造
寺
司
下
級
官
人
に
吸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

収
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
理
由
の
一
つ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
　
「
別
当
勢
多
郡
」
は
た
だ
「
交
易
の
拠
点
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
雄
足
に
よ
る
伐
木
経
営
の
基
地
で
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
。
忠
愛
に
よ
る
「
宅
」
を
中
核
と
し
て
の
伐
木
経
営
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
交
易
を
目
指
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

①
　
天
平
神
護
二
年
、
摂
津
国
武
庫
郡
大
吉
日
下
部
宿
禰
浄
方
は
「
漁
協
｝
千
枚
」

　
を
貢
献
し
た
（
同
日
本
紀
、
天
平
神
護
二
年
九
月
壬
申
条
）
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
畿

　
内
郡
司
層
が
伐
木
経
鴬
を
行
な
っ
た
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
交
易
で
入
手
し
た

　
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

②
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
扁
　
（
前
掲
）
。

③
　
食
用
帳
、
『
大
日
古
』
十
五
一
四
二
八
。
吉
田
氏
は
「
多
分
、
勢
多
庄
内
に
あ

　
つ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松

　
原
弘
宣
「
東
大
寺
領
勢
多
庄
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
四
四
）
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

④
高
嶋
山
作
所
解
、
『
大
日
古
』
五
一
七
二
～
三
。

⑤
　
高
嶋
山
酔
所
漕
…
材
注
文
、
『
轟
人
目
【
古
』
甲
血
－
二
｛
ハ
ニ
～
五
。
菖
凹
億
脚
巾
閂
繍
匹
解
、
『
大

　
日
古
』
五
一
二
七
九
。

⑥
　
楓
搏
漕
運
功
銭
米
注
文
、
　
『
大
日
古
』
五
－
二
七
八
。

⑦
　
吉
田
氏
は
こ
の
楓
榑
に
つ
い
て
、
高
嶋
轟
轟
川
津
で
六
文
程
度
で
購
入
さ
れ
た

　
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が
、
石
山
寺
造
営
の
際
に
高
鵬
山
か
ら
購
入
し
た
櫓
榑
は
十

　
二
文
で
あ
っ
た
（
秋
期
暫
朔
解
、
　
『
大
日
古
』
十
六
⊥
ご
四
V
の
で
、
こ
こ
で

　
は
こ
ち
ら
を
と
る
。
そ
し
て
計
算
す
れ
ば
下
表
の
通
り
。

⑧
　
田
上
山
作
所
繊
月
告
朔
解
、
　
『
大
日
古
』
五
…
二
二
三
、
二
二
五
、
二
二
六
。

　
材
納
帳
五
月
十
九
日
条
、
　
『
大
日
古
』
十
五
－
二
八

　
六
。

⑨
銭
周
帳
、
『
大
嘗
古
』
五
⊥
愛
ハ
九
。

⑩
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
　
（
前
掲
）
。

⑪
　
鬼
頭
清
明
「
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
出
挙
銭
の
存

　
在
形
態
」
　
（
『
歴
史
評
論
』
二
＝
一
）
。

⑫
吉
田
孝
「
律
令
制
と
村
落
」
（
前
掲
）
。

⑬
　
戸
田
芳
実
「
律
令
制
下
の
『
宅
』
の
変
動
」
（
『
日

　
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
、
一
九
六
七
）
。

⑭
　
浅
香
年
木
「
様
工
集
団
と
そ
の
長
の
性
格
」
　
Ω
肘

　
掲
）
。

⑯
　
こ
の
他
に
、
　
「
杣
人
」
が
交
易
を
め
ざ
し
た
伐
木

　
を
行
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
運
漕
・
流
通
ル
ー
ト

　
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
巨
材

　
（
交
通
）
の
問
題
は
捨
象
し
て
い
る
が
、
安
都
雄
足

　
と
宇
治
連
麻
呂
と
の
間
柄
尖
口
出
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
前
掲
）
か
ら
は
、
雄

　
足
が
流
通
ル
ー
ト
に
間
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
推
測
で
き
る
。
そ
う
い
う

　
点
か
ら
も
、
　
「
杣
人
」
は
下
級
宮
人
指
向
性
を
も
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

1・枷・つき1…材では

（イ）高嶋山での推定購入価格

iロ）高嶋山一泉津の糟功

艶�ﾃでの売却価格

12文

W文

Q4文

7，200文

S，800文

P4、400文

を9一｛α）矧　　　1・文13…文
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む
す
び
に
か
え
て

奈良時代「山野」領有の考察（西山）

　
本
稿
で
は
、
奈
良
時
代
に
展
開
し
た
律
令
貴
族
・
土
豪
の
「
山
野
河
海
」
領
有
の
具
体
例
と
し
て
、
大
伴
犬
養
・
秦
大
冊
の
塩
瀬
経
営
、
安

都
雄
足
・
「
杣
人
」
の
伐
木
経
営
を
指
摘
し
た
。

　
そ
こ
で
以
上
の
分
析
に
大
過
な
い
と
し
て
、
事
実
を
ふ
ま
え
た
若
干
の
小
車
を
行
な
い
、
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

　
戸
田
芳
実
氏
は
、
　
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
」
を
、
　
「
律
令
制
下
の
社
会
的
分
業
形
態
と
は
異
質
の
構
造
を
も
つ
、
新
し
い
社
会
的
分
業
の
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

点
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
正
当
な
指
摘
で
あ
る
が
、
第
二
節
で
示
し
た
大
伴
犬
養
の
例
は
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
中
葉

の
律
令
貴
族
に
つ
い
て
も
、
　
同
様
の
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
で
は
、
そ
れ
以
前
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
つ
ま
り
、

「
律
令
国
家
」
が
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
」
を
包
括
し
つ
つ
、
本
来
存
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
奈
良
時
代
中
葉
に
新
し
く
発
生
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
き
た
現
象
と
み
る
か
で
あ
る
が
、
先
に
示
し
た
◎
・
⑪
に
よ
り
、
前
者
の
理
解
も
充
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
そ
の
際
、
律
令
貴
族
が
地
方
の
土
豪
に
依
存
し
つ
つ
も
、
一
方
で
「
人
使
」
と
い
う
独
自
の
経
営
装
置
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
も
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
形
態
に
よ
る
「
山
野
河
海
」
の
分
割
・
領
有
は
、
犬
養
の
例
が
播
磨
国
を
舞
台
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
見

て
、
畿
内
近
国
的
規
模
で
展
開
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
節
で
煩
裟
な
手
続
き
か
ら
抽
出
し
た
安
都
雄
足
・
「
杣
人
」
の
例
は
、
犬
養
の
場
合
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
主
体
が
小
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

模
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
都
城
の
需
要
を
前
提
と
し
た
交
易
を
眠
的
と
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
に
よ
り
、
地
域
的
に
は
畿
内
お

よ
び
そ
の
周
辺
を
舞
台
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
亀
田
隆
之
氏
は
、
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
つ
い
て
、
造
京
に
伴
な
う
交
易
を
め
ざ
し
た
伐
木

　
　
　
　
　
　
④

を
指
摘
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
事
態
は
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
中
葉
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。

　
本
稿
で
の
分
析
結
果
は
以
上
に
つ
き
る
が
、
　
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
見
通
し
を
提
出
し
え
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
合
わ
せ
考
察
す
る
必
要
の
あ
る
「
村
落
」
・
「
所
有
」
の
問
題
、
　
「
律
令
国
家
」
の
山
野
規
制
の
問
題
な
ど
は
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捨
象
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
一
定
の
限
界
の
も
と
で
の
検
討
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
分
析
の
不
充
分
な
点
と
合
わ

せ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
①
　
戸
田
芳
実
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
」
　
（
前
掲
）
。

　
②
　
第
　
節
ζ
⇒
、
慶
雲
三
年
三
月
丁
鞍
懸
、
和
鋼
四
年
十
二
月
丙
午
詔
。
　
「
律
令
国

　
　
家
」
成
立
期
に
も
、
臣
連
等
・
伴
造
・
国
造
が
、
「
山
海
・
林
野
・
池
田
」
・
「
山

　
　
沢
・
嶋
浦
・
林
野
・
破
池
」
を
分
割
・
領
有
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
書
紀
、
大
化
死
年
八
月
庚
子
条
、
同
九
月
甲
申
条
、
天
武
四
年
二
月
己
丑
条
。

③
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
時
代
の
流
通
経
済
」
（
前
掲
）
。

④
　
亀
田
隆
之
「
古
代
に
お
け
る
山
林
原
野
の
問
題
」
　
（
前
掲
）
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
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付
　
記

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
・
中
世
史
部
会
の
方
方
か
ら
直
接
・
間
接
の
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

纂
所
で
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
千
々
和
到
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
東
京
大
学
史
料
編



A　Mass　lmmigration　and　the　Know　Nothing　Party

ト“1

Yul〈o　Sasai

　　Between　i853　and　1856，　the　fastest　growing　political　force　in　many

parts　of　the　United　States　was　not　the　anti－slavery，　but　the　anti－foreign

Know　Nothing　movement．　Just　when　the　outrage　at　the　Nebraska　Act

should　have　been　strongest，　many　people　were　apparently　more　con－

cerned　about　immigrants，　especially　about　the　restriction　on　the　suffrage

of　foreigners　which　was　the　main　theme　of　Know　Nothing　platforms．

What　accounts　for　this　rapid　’№窒盾翌狽?　of　Know　Nothing　party　？

　　In　the　1850s，　at　the　time　of　mass　lmmigration，　most　of　poor，　unwaRted

immlgrants，　who　could　not　afford　to　move　on　to　the　frontier，　set　about

establishing　ethnic　communities　in　the　cities．　Besides，　the　case　study

on　lrish　in　New　York　City　throws　light　on　the　impact　of　the　immigrant

groups　on　the　city　and　local　politics．　Therefore，　it　is　assumed　that　the

growing　ethnic　communities　and　their　participation　in　politics　as　a

group　threatened　the　“older”　society　aRd　at　last　let　to　the　formation

of　Know　Nothing　parSy．

　　k　is　true　that　Know　Nothing　party　collapsed　in　a　few　years，　but　k

does　not　mean　that　the　immigrant　issues　disappeared　or　became　beneath

thelr　notlce．　Those　issues　surv2ved　in　local　platforms　of　Republican

party　although’　the　Know　Nothing　party　fragmented　as　soon　as　it’s

fragile　national　organization　got　entangled　ln　the　sectional　disputes．

Holding　of　‘Fields　and　Hiils’　in　Nara　Era

　　　　　　　by

Ryohei　Nishiyama

　　In　this　article，　1　intend　to　throw　light　upon　the　nature　and　the

structure　of　the　holdiitgs　of　ltills，　fields，　rivers　and　seas，　by　the　nobies

and　the　powerful　c！ans　ln　Nara　era．

　　There　can　be　found　some　examples　of　the　divisioR　and　the　holding　of

the　fields　and　hills　for　the　purpose　of　iton－agrarian　production　by　the

nobles　under　R漉礎yo律令regime　at　the　middle　Nara　era，　to　which　the
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organization　of肋勧8α国衙or　the　county　o伍ces　was　indispensable．

Though　the　gunji　ISISff，r］　or　the　nobles’　private　agents　were　leading　fig－

ures　in　managing，　it　doesn’t　follow　that　the　nobles’　messengers　played

aIess　important　part．　It　may　have　been　developed　ln　I〈inai畿内vz．

the　home　cotmtles　and　some　surrounding　counties．

　　On　the　other　hand，　during　the　same　period，　the　lower　officials　and

the　woodcutters　in　Kinai　were　to　hold　the　fields　and　hills　in　order　to

supply　the　capital　with　woods．　These　holdings　were　characteristically

managed　by　minor　persons　and　the　productions　there　were　mainly　for

tradings．

We　can　identify　actually　these　two　forms　of　holding　only　at　the

middle　Nara　era，　but　they　may　possibly　have　originated　at　the　beginning

of　R露5鰐yo　regime．

　　As　for　the　management　they　were　botk　unstable．

The　Opium　Issue　during　the　Hsien　Feng威豊Perlod

　with　special　reference　to　the　legalization　of　the　opium　trade

　　　　　　　　in　the　eighth　year　of　Hsien　Feng　（1858）

　　　　　　by

Hiromasa　lnoue

　　The　aim　of　this　study　is　to　clarlfy　the　diplomatic　aspect　of．　the

opium　issue　in　Hsien　Fen．cr　period．　ln　the　seventh　year　of　Hsiefz　Feng

（1857），　taxation　on　the　opium　traffic　was　begun　unofficia11y　by　the

Chinese　authorities　at　Shanghai上海．　Its　chlef　purpose　was　the　lleed

for　revenue　to　support　the　army　in　the　field　against　T’ai－P’ing　t’ien－kuo

太平天国．The　oP圭u腿trade　was　thus　legalized　in　fact．　However，　the

British　Goverエ1Mellt，　which　was　not　satisfied　with　the　status　quo，　in－

structed　Lord　Elgin，　the　British　plenipotentiary　in　the　Arrow　War，　to

obtain　formal　legalizatioB　for　the　opium　trade．
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